
唱
題
妙
に
発
し
開
目
妙
を
経
て
本
尊
紗
に
至
っ
て
、
聖
人
の
本
尊
た
る
愛
茶
維
と
そ
の
行
儀
は
完
成
し
、
観
心
本
尊
に
依
る
受
持
譲
与
一

と
な
っ
た
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
か
く
唱
題
紗
を
聖
人
本
尊
の
意
図
と
解
し
た
般
初
は
、
恐
ら
く
身
延
日
乾
の
「
当
家
本
尊
事
」
１

で
、
全
紗
に
は
題
目
を
総
、
十
界
を
別
と
な
し
『
総
別
の
異
と
意
得
れ
ば
、
処
々
の
御
書
も
相
違
な
く
一
徹
也
』
と
述
べ
、
優
陀
那
日
輝
一

の
「
本
尊
弁
」
も
法
仏
の
尅
体
の
下
に
本
尊
の
相
貌
を
説
き
『
唱
題
紗
可
四
以
見
三
暗
示
二
十
界
本
尊
一
美
』
も
亦
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
尅
体

に
就
て
前
者
は
法
、
後
者
は
『
即
し
法
之
仏
』
と
は
、
こ
れ
共
に
寿
量
顕
本
の
意
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

若
し
本
尊
の
尅
体
を
定
む
く
き
寿
量
顕
本
に
就
て
は
、
先
に
崎
報
十
三
号
以
来
の
望
月
所
長
、
丼
高
田
教
授
等
の
論
に
尽
き
て
居
ら
う

が
、
若
し
往
年
に
こ
れ
を
求
む
れ
ば
観
如
日
透
の
．
「
寿
量
顕
本
義
」
で
あ
ら
う
。
即
ち
同
誉
は
天
台
の
塵
点
実
成
説
に
対
し
、
潅
頂
妙
に

依
て
且
立
塵
点
説
を
な
し
、
本
尊
妙
の
『
所
顕
三
身
』
、
開
目
紗
の
『
諸
仏
分
身
』
、
十
法
界
紗
の
『
本
有
十
界
』
等
の
文
に
依
り
、
『
無
始
本

有
事
成
為
二
久
遠
実
成
一
、
今
日
始
成
即
久
成
同
体
也
、
顕
一
読
此
旨
一
云
二
本
門
顕
本
一
』
と
述
べ
、
更
に
『
以
二
久
成
釈
尊
一
為
二
本
尊
Ｅ
と
述

べ
づ
畠
、
か
き
る
久
成
釈
尊
を
唱
題
紗
の
『
十
方
世
界
の
三
身
円
満
の
諸
仏
を
あ
つ
め
て
、
釈
迦
一
仏
の
分
身
の
諸
仏
と
談
ず
る
故
に
、
一

日
蓮
聖
人
の
本
尊

五
、
聖
人
本
尊
の
本
質

（
後
蒲
）塩

田

義
遜



等
と
、
始
め
で
寿
量
顕
本
に
依
る
仏
本
尊
の
意
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
本
尊
即
ち
曼
茶
羅
た
る
寿
鼠
本
仏
は
、
問
答
妙
の
扶

老
に
日
好
が
『
惣
々
於
別
、
別
々
於
惣
』
と
呼
べ
る
如
く
、
本
仏
を
中
心
と
し
た
る
本
仏
の
浄
土
な
る
故
に
、
草
木
成
仏
口
決
に
は
ヨ

念
三
千
を
ふ
り
す
畠
ぎ
た
る
大
曼
茶
羅
』
等
と
も
述
べ
ら
る
所
以
で
あ
る
。

か
且
る
曼
茶
羅
は
本
尊
紗
に
明
示
せ
る
如
く
、
本
門
八
品
の
儀
相
で
あ
る
が
、
か
員
る
儀
相
の
曼
茶
羅
化
の
根
元
を
求
む
れ
ば
、
こ
れ

不
空
の
観
智
儀
軌
で
あ
り
、
両
密
の
法
華
経
の
曼
茶
羅
で
あ
る
が
、
聖
人
は
恐
ら
く
こ
れ
等
に
準
拠
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
尊
妙
を
始
め

仏
一
切
仏
に
し
て
妙
法
の
二
字
に
諸
仏
皆
收
ま
れ
り
』
等
の
文
に
依
り
、
『
本
門
所
顕
十
界
諸
法
、
併
是
無
始
本
党
如
来
所
証
全
体
故
、

此
身
即
無
作
三
身
、
所
居
土
即
本
地
寂
光
土
也
』
等
と
説
き
つ
間
、
『
所
謂
あ
り
の
ま
Ｌ
の
妙
法
者
無
始
本
来
事
理
一
而
不
二
是
本
住
法

也
』
即
ち
事
が
ま
Ｌ
の
妙
法
と
解
し
、
こ
れ
を
以
て
浬
築
経
の
『
諦
仏
諸
師
所
謂
法
也
』
と
な
し
。
若
し
同
帥
の
「
本
尊
義
」
に
は
栩
恩

紗
に
依
り
能
依
の
仏
と
、
問
答
紗
に
依
る
所
師
所
証
の
妙
法
を
以
て
二
極
本
尊
を
分
ち
、
『
宗
家
本
尊
錐
し
有
二
一
種
一
、
法
仏
相
望
必
以
所

証
妙
法
一
為
二
本
尊
一
、
是
当
家
正
意
也
』
と
法
本
尊
説
を
な
し
た
の
は
、
こ
れ
全
く
寿
騒
顕
本
の
意
に
徹
せ
ざ
る
が
た
め
で
あ
る
。
故
に

一
妙
日
導
は
綱
要
の
「
寿
騒
顕
説
妙
法
蓮
華
章
」
に
、

間
向
来
曜
聞
這
寿
斑
顕
二
説
本
覚
三
身
一
、
未
し
知
二
妙
法
蓮
華
顕
発
之
銭
一
。
答
所
謂
無
作
三
身
即
是
妙
法
蓮
華
経
也
。
故
臼
無
作
三
身
宝

号
称
言
二
妙
法
蓮
華
経
一
、
寿
最
品
事
三
大
事
是
也
。
豈
得
二
無
作
三
身
之
外
別
求
夢
之
耶
（
剛
略
三
）

等
と
寿
獄
顕
本
の
仏
を
法
仏
一
体
と
解
し
、
始
め
て
寿
醗
顕
本
に
依
る
仏
本
尊
説
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
俊
陀
那
日
姉
は

更
に
「
本
尊
弁
」
に
三
秘
の
二
法
に
寄
せ
て

以
二
題
目
一
属
し
法
以
二
本
尊
一
属
し
仏
之
意
在
し
文
可
し
見
・
当
し
知
意
二
即
し
法
之
仏
一
為
二
本
尊
一
、
以
二
即
し
仏
之
法
一
為
二
題
目
一
也
ｏ
三
大
秘
法

中
本
尊
別
取
仏

－2－
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呵
寅
諾
法
妙
、
曽
谷
妙
、
撰
時
妙
、
善
無
畏
紗
、
本
尊
問
答
紗
等
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
諸
妙
に
は
儀
軌
以
来
の
法
華
経
の
謬

解
を
是
正
し
て
、
聖
人
に
依
て
始
め
て
本
門
に
立
つ
正
像
未
弘
の
大
曼
茶
羅
と
呼
ぱ
る
Ｌ
本
尊
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
行

学
Ｈ
朝
は
本
尊
論
資
料
の
「
大
曼
茶
雑
事
」
「
法
華
曼
茶
羅
八
葉
九
尊
図
」
の
外
、
「
本
尊
紗
見
聞
」
六
に
は
『
彼
由
二
宝
塔
品
文
一
、
今

涌
油
以
下
八
品
儀
式
也
』
と
説
き
、
又
安
国
日
誌
は
「
啓
蒙
」
十
八
に
『
実
是
云
者
写
二
彼
両
界
曼
茶
羅
一
、
号
二
法
華
曼
茶
羅
一
其
証
顕
二

今
本
尊
一
』
等
と
述
べ
て
、
我
曼
茶
羅
を
以
て
反
っ
て
如
法
の
実
義
と
な
し
、
『
如
レ
是
顕
二
本
尊
一
、
真
言
宗
所
立
両
界
曼
茶
羅
、
蘇
悉
地
本
尊

三
部
四
愛
等
、
従
一
庇
曼
茶
羅
一
所
し
垂
之
迩
也
』
等
と
本
未
の
批
判
を
加
へ
て
居
る
。

芳
し
古
来
の
儀
軌
井
に
両
密
の
法
華
曼
茶
雑
の
謬
解
と
は
、
儀
軌
は
本
尊
と
し
て
迩
門
宝
塔
品
の
二
仏
並
座
を
中
尊
と
す
る
塁
茶
羅
を

明
し
、
そ
の
修
法
に
至
っ
て
突
如
華
厳
の
普
賢
行
願
を
出
し
、
更
に
無
賊
寿
決
定
如
来
の
真
言
を
出
す
等
に
見
れ
ば
、
本
尊
と
行
儀
と
は

全
く
不
対
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
台
密
は
蓮
華
三
昧
経
に
依
り
、
迩
門
段
に
は
宝
塔
品
の
二
仏
を
大
日
の
化
身
と
な
し
、
本
門
の
別
釈

に
は
決
定
如
来
を
、
多
宝
塔
中
湛
然
常
住
両
部
不
二
の
大
口
法
身
と
説
き
、
更
に
静
然
（
一
重
’
二
鬘
）
は
行
林
妙
に
決
定
如
来
を
以
て

久
蠅
災
成
の
釈
迦
、
或
は
普
慨
等
と
説
く
も
、
蚊
後
に
本
尊
を
能
説
の
教
主
釈
迦
と
決
し
。
若
し
東
密
の
党
禅
紗
は
三
昧
経
に
依
る
不
二

の
大
川
の
外
、
釈
迦
、
多
宝
、
弥
陀
等
と
解
し
、
岐
後
台
密
は
弥
陀
、
東
密
は
大
間
と
な
し
、
台
密
承
澄
の
阿
娑
婆
紗
は
大
原
決
に
依
り

釈
迦
報
身
と
な
し
、
別
に
斎
然
の
弥
陀
説
群
と
兇
る
如
く
雑
然
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
§
る
異
説
を
見
る
こ
と
は
、
全
く
聖
人
の
所
訓

猟
密
雑
乱
の
聯
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
聖
人
は
愛
茶
羅
を
以
て
派
し
く
本
門
八
品
の
儀
州
と
す
る
故
に
、
、
儀
軌
の
決
定
如
来
を
以
て
、
行
林
妙
の
如
く
能
説
の
教
主
な

ら
ざ
る
本
門
所
顕
の
本
仏
、
乃
至
寿
承
顕
本
の
十
方
法
界
を
休
猟
と
な
し
、
本
尊
紗
に

其
本
尊
為
し
体
本
師
娑
壌
上
宝
塔
居
レ
空
、
塔
巾
妙
法
蓮
華
経
左
打
釈
迦
牟
尼
仏
多
宝
仏
、
釈
尊
脇
士
上
行
等
四
菩
薩
、
乃
窄
此
等
仏
造
二

－8－



等
と
、
法
楽
迩
門
の
教
主
以
下
を
悉
く
経
文
の
『
我
説
燃
燈
仏
等
』
の
文
に
摂
し
、
本
門
の
仏
を
以
て
『
雑
光
照
無
餓
、
寿
命
無
数
劫
、

久
修
業
所
得
』
の
本
仏
と
な
し
、
大
日
法
身
、
毘
庶
遮
那
法
身
等
に
簡
ん
で
、
常
修
常
証
粥
満
常
顕
の
仏
身
と
な
し
、
更
に
か
樫
る
仏
身

を
単
に
釈
迦
と
呼
ぷ
は
、
教
主
に
流
す
る
故
に
且
ら
く
付
嘱
の
要
法
に
寄
せ
て
表
現
せ
る
こ
と
は
、
本
尊
妙
に
『
妙
法
蓮
華
経
乃
至
釈
尊

脇
ｋ
』
と
説
き
、
実
相
妙
に
『
釈
迦
多
宝
と
い
ふ
も
用
の
仏
、
妙
法
蓮
華
経
こ
そ
本
仏
』
と
も
、
本
尊
問
答
妙
に
『
法
華
経
の
題
目
』
等

と
も
述
べ
ら
る
畠
に
依
て
も
明
か
で
あ
る
。

右
の
如
き
本
尊
は
上
掲
行
林
妙
の
初
義
、
阿
裟
婆
妙
の
大
原
決
等
の
義
に
当
り
、
総
相
た
る
愛
茶
羅
は
密
教
の
菩
提
の
境
地
、
満
徳
円

満
の
仏
果
た
る
、
諸
仏
聚
、
功
徳
衆
乃
至
輪
円
具
足
の
曼
茶
羅
の
相
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
Ｌ
る
曼
茶
羅
は
聖
人
弘
通
の
根

本
理
想
た
る
、
安
国
論
の
『
三
界
仏
国
』
、
開
目
紗
の
『
不
退
の
大
願
』
、
本
尊
妙
の
『
閻
浮
第
一
の
戒
坦
』
、
実
相
妙
の
『
大
地
を

的
』
、
撰
時
妙
の
『
妙
覚
の
須
弥
山
』
『
大
浬
梁
の
大
海
』
等
を
そ
の
所
期
と
す
る
本
尊
で
あ
る
。
こ
れ
実
相
紗
に
は

法
界
の
す
が
た
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
か
は
る
こ
と
な
し
、
乃
至
一
閻
浮
提
第
一
の
御
本
尊
を
信
じ
さ
せ
給
へ
、
あ
ひ
か
ま
へ
て
あ
ひ

か
ま
へ
て
、
信
心
つ
よ
く
候
て
三
仏
の
守
護
を
か
う
む
ら
せ
給
く
し

等
と
本
尊
に
対
す
る
信
行
を
勧
め
ら
る
＆
所
以
で
あ
る
。

画
正
像
一
未
し
有
一
寿
競
仏
一
来
二
入
末
法
一
始
此
仏
像
可
レ
令
一
囲
現
一
歎

等
と
、
正
し
く
『
本
師
娑
婆
』
『
寿
最
仏
』
等
と
説
き
、
先
の
開
目
妙
に
は
寿
景
品
の
『
然
我
実
成
仏
巳
来
』
の
文
を
掲
げ
、
華
厳
、
阿

含
、
浄
名
、
大
集
、
大
日
、
仁
王
、
無
最
義
経
、
並
び
に
方
便
品
の
『
我
始
坐
通
場
』
の
文
を
引
き

一
言
に
大
虚
妄
な
り
と
や
ぶ
る
も
ん
な
り
。
此
過
去
常
顕
さ
る
§
時
、
諦
仏
は
皆
釈
尊
の
分
身
な
り
、
今
華
厳
の
台
上
、
方
等
般
蒋
大

日
経
等
の
諸
仏
皆
釈
尊
の
巻
属
な
り
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か
く
本
尊
妙
、
実
相
紗
、
初
心
成
仏
紗
、
問
答
妙
等
佐
後
の
諸
妙
が
三
秘
の
中
の
本
尊
を
神
力
別
付
の
一
秘
、
或
は
寿
最
品
の
『
是
好

良
薬
』
た
る
妙
法
五
字
に
寄
せ
て
表
せ
ら
る
畠
こ
と
は
、
全
く
聖
人
一
期
弘
通
の
正
恵
に
依
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
迩
門
能
説
の
教
主

に
間
ん
だ
寿
還
本
仏
の
宝
号
と
解
し
た
る
が
故
で
あ
る
。
由
来
大
乗
に
於
て
は
仏
陀
を
小
乗
の
灰
身
域
智
の
生
身
以
外
に
求
む
る
こ
と
は

開
Ⅱ
妙
の
内
外
相
対
の
下
に
於
て
、
外
道
の
四
聖
三
仙
は
生
死
の
大
海
、
六
道
の
巷
を
渡
す
船
橘
に
あ
ら
ず
と
脆
し
、
内
典
に
就
て
『
我

大
師
は
変
易
猶
わ
た
り
給
へ
り
、
況
ん
や
分
段
の
生
死
を
や
』
と
述
べ
ら
れ
て
、
寿
最
品
の
初
の
『
天
人
阿
修
羅
皆
謂
』
の
説
と
同
じ
く

汎
く
大
乗
の
仏
身
を
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
般
蒲
華
厳
法
相
等
権
大
乗
に
於
て
は
菩
薩
六
度
の
目
的
を
、
そ
の
総
願
成
就
の
無
住
渥
染
を

本
蹴
と
す
る
、
変
易
の
生
死
の
仏
身
に
侭
く
が
、
併
し
出
世
本
懐
の
法
華
経
は
、
こ
れ
を
寿
趾
品
は
三
世
益
物
常
在
教
化
の
仏
身
と
説
い

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
天
台
が
文
句
に
無
作
三
身
等
と
説
け
る
寿
敬
顕
本
の
仏
身
で
あ
り
、
側
目
紗
に
諸
宗
の
学
者
を
不
知
恩
と
呼
び
、
寿

舩
猟
本
を
『
ね
を
び
れ
の
者
の
き
畠
た
る
ほ
と
§
ぎ
す
の
一
音
』
等
と
遊
ば
さ
る
自
所
以
で
あ
る
。

耕
し
大
乗
経
典
に
於
て
は
、
か
世
る
権
大
乗
の
菩
薩
の
雌
住
浬
梁
、
法
華
経
の
常
在
仏
身
等
の
仏
陀
大
悲
の
理
想
を
、
法
身
又
は
仏
陀

所
説
の
経
典
そ
の
も
の
と
解
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
本
尊
紗
に
寿
餓
所
顕
の
妙
法
を
『
本
有
三
因
』
と
も
、
ヨ
倉
一
宇
仏
繩
』
と
も
説

●

き
、
こ
れ
を
証
す
る
に
菩
薩
の
出
生
を
大
乗
と
説
け
る
無
敵
義
経
、
並
び
に
『
仏
三
種
仏
身
従
二
方
等
一
生
』
と
説
く
観
普
贋
経
を
引
い

て
、
寿
獄
品
を
以
て
『
一
念
三
千
本
右
三
因
仏
穂
』
の
典
拠
と
定
め
た
の
も
、
全
く
右
の
意
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
大
品
般
若

の
法
尚
品
（
曇
無
喝
品
）
に
は

て
、
寿
獄
品
を
以
て
『
一

の
法
尚
品
（
曇
無
鳩
品
）

諸
仏
無
し
所
一
従
来
一
、

従
来
一
、

法
即
是
仏
、
実
礎

別
一
（
八
、
里
一
）

去
亦
無
し
所
し
去
、
何
以
故
諸
法
如
不
動
相
、
諸
法
如
即
是
仏
、
無
生
法
無
し
来
無
レ
去
、
無
生
法
即
是
仏
、
無
域

実
際
法
即
是
仏
、
空
即
是
仏
乃
至
寂
滅
法
即
仏
、
虚
空
復
即
仏
、
離
二
是
諸
法
一
翼
無
し
仏
、
諸
仏
如
諾
法
如
、
一
如
無
二
分
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耕
し
又
本
尊
問
答
妙
に
掲
ぐ
る
浬
梁
経
如
来
性
品
（
南
本
四
相
品
）
の
『
諸
仏
所
師
所
謂
法
也
』
（
一
二
、
皇
宅
表
三
と
は
、
こ
れ
所

誰
法
身
の
意
な
る
こ
と
は
、
章
安
の
浬
樂
疏
五
に
右
の
文
を
解
し
て

復
次
迦
葉
去
結
二
定
其
異
一
、
昔
渥
梁
中
無
二
正
報
之
人
一
、
今
浬
梁
中
有
二
於
諸
仏
一
、
昔
渥
桑
中
無
し
有
二
依
報
一
、
今
浬
梁
中
有
し
法
為
し

師
。
昔
渥
梁
中
雌
し
有
二
諸
有
一
、
今
渥
梁
中
而
有
二
妙
有
一
、
所
謂
恭
敬
。
昔
浬
桑
域
二
煩
悩
一
巳
無
し
有
し
法
、
今
浬
梁
中
有
二
常
住
法
一
・

．
以
二
法
常
一
枚
諸
仏
亦
常
、
此
仙
略
語
。
若
具
言
し
之
以
二
法
楽
我
浄
常
一
故
仏
亦
復
然
（
三
八
、
免
）

と
説
け
る
如
く
、
問
答
妙
に
引
用
せ
る
浬
樂
の
文
は
、
こ
れ
妙
法
五
字
が
所
証
法
身
の
宝
号
な
る
意
を
明
か
に
す
る
為
に
外
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
唱
題
妙
に
題
目
本
尊
の
義
に
就
て
『
法
師
品
並
び
に
神
力
品
に
見
え
た
り
』
と
述
ぶ
る
所
以
で
あ
る
。
即
ち
法
師
品

の
『
水
須
復
亦
舎
利
、
已
有
如
来
全
身
』
の
文
は
、
法
身
舎
利
の
意
を
観
取
し
得
る
が
、
天
台
は
更
に
文
句
に

此
経
是
法
身
生
処
、
得
道
之
場
法
輪
正
体
大
浬
桑
罵
、
此
経
所
し
在
須
二
立
レ
塔
供
養
一
。
釈
論
云
砕
骨
是
生
身
舎
利
、
経
巻
是
法
身
舎
利
。

不
し
須
三
更
安
二
生
身
舎
利
一
、
生
法
二
身
各
有
二
全
砕
一
皆
可
レ
解
（
三
四
、
一
さ
）

と
釈
し
、
妙
楽
は
記
に
『
諸
方
便
教
法
身
砕
也
、
法
華
一
実
法
身
全
也
』
（
三
四
、
一
言
）
と
註
し
、
若
し
神
力
品
は
全
妙
が
単
に
品
名
を

掲
げ
て
文
を
略
す
故
に
、
古
来
動
も
す
れ
ば
結
要
付
嘱
の
文
と
誤
り
五
字
に
寄
せ
て
法
本
尊
と
解
す
る
が
、
今
の
文
は
次
の
勧
奨
付
嘱
の

無
所
得
故
名
為
し
仏
、
諸
法
実
相
即
是
仏
、
乃
至
復
次
仏
有
一
三
種
身
一
、
一
者
法
身
、
二
者
色
身
、
法
身
是
其
仏
、
色
身
為
二
世
諦
一
故

右
、
乃
至
若
人
得
二
諸
仏
法
身
相
一
、
是
名
し
近
一
阿
蒋
菩
提
一
（
二
五
、
茜
ら

等
の
文
に
明
か
な
る
如
く
、
唱
題
妙
に
釈
迦
を
『
一
仏
一
切
仏
の
妙
法
』
と
説
け
る
は
、
こ
れ
全
く
寿
最
所
顕
の
雌
作
三
身
の
宝
号
に
外

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

等
と
説
き
、
大
論
九
九
に
は
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等
と
儀
軌
は
宝
塔
品
に
依
て
こ
仏
を
本
尊
と
す
る
が
、
今
の
本
尊
は
法
華
開
顕
の
二
仏
、
並
び
に
十
方
諸
仏
の
本
尊
な
り
と
述
べ
て
、
塔

上
述
の
如
く
聖
人
本
尊
の
主
体
、
愛
茶
羅
の
総
体
の
中
尊
、
乃
至
別
相
の
十
界
は
本
仏
の
自
体
顕
性
の
浄
土
、
寿
量
所
顕
の
本
仏
、
一

念
三
千
の
相
貌
た
る
故
に
、
聖
人
は
常
に
両
密
の
謬
解
を
指
摘
し
、
就
中
本
尊
問
答
妙
に
は
先
づ
自
説
を
掲
げ
、
次
に
総
じ
て
不
空
儀
軌

『
経
巻
所
住
之
処
』
等
の
文
で
、
天
台
は
文
句
に
『
坐
二
道
場
一
是
法
身
生
処
』
（
三
四
、
一
豊
）
等
と
釈
せ
る
如
く
、
全
く
経
巻
を
以
て
直

ち
に
所
証
法
身
と
せ
る
、
大
乗
通
途
の
法
身
の
厳
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
聖
人
が
妙
法
五
字
を
以
て
寿
睡
所
顕
の
木
仏
を

表
す
る
こ
と
は
こ
れ
全
く
大
乗
の
通
念
に
依
る
と
共
に
、
末
法
弘
通
の
砿
意
に
寄
せ
て
三
秘
の
本
尊
を
表
し
た
こ
と
に
就
て
は
、
観
如
透

師
が
法
本
尊
を
主
張
す
る
こ
と
は
且
く
粥
き
、
本
尊
義
に
「
第
八
、
三
簡
法
中
釈
尊
為
二
本
尊
一
」
所
以
に
就
て
、

宗
旨
秘
法
者
塔
中
所
付
之
要
法
、
妙
法
蓮
華
経
所
謂
本
門
題
目
也
。
而
聖
人
垂
レ
教
意
在
二
修
行
一
、
戚
後
弘
経
意
爾
也
。
蚊
題
目
な
れ

ば
必
唱
行
一
途
盛
述
。
其
実
所
観
所
唱
所
持
所
学
等
之
一
切
万
徳
万
行
、
総
括
無
し
非
二
五
字
題
目
一
、
此
末
法
相
応
宗
家
大
綱
。
如
二
諸

御
薔
一
是
故
三
大
秘
法
中
本
尊
題
目
述
、
亦
専
述
二
唱
名
義
一
、
其
戒
坦
本
尊
二
義
倶
於
二
題
目
中
一
兼
含
無
し
欠
。
教
行
証
御
諜
五
字
妙
戒
云

々
等
と
は
、
蓋
し
聖
人
弘
通
の
大
綱
を
述
べ
て
余
慈
な
し
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

の
諜
を
判
じ
て

法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
、
乃
至
法
華
三
昧
を
案
ず
る
に
法
華
経
を
本
尊
と
す
べ
し
。
不
空
三
蔵
の
法
華
儀
軌
は
宝
塔
品

巳

の
文
に
よ
れ
り
、
此
は
法
華
経
の
教
主
を
本
尊
と
す
。
法
華
経
の
正
意
に
あ
ら
ず
。
上
に
挙
ぐ
る
所
の
本
尊
は
釈
迦
多
宝
十
方
の
諸
仏

の
文
に
よ
れ
り
、
此
は
法
華

の
御
本
尊
法
華
経
の
正
意
也

六
、
両
密
の
法
華
曼
茶
羅
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其
上
不
空
三
蔵
は
誤
る
事
か
ず
を
ほ
し
、
所
謂
法
華
経
の
観
智
の
儀
軌
に
、
寿
賦
品
を
阿
弥
陀
仏
と
か
け
る
は
眼
前
の
大
僻
見
、
陀
羅

尼
品
を
神
力
品
の
次
に
を
け
る
、
属
累
品
を
経
末
に
下
せ
る
此
等
は
い
う
が
ひ
な
し

等
と
、
儀
軌
に
於
け
る
法
華
諸
品
の
位
置
が
什
訳
妙
法
華
と
異
り
、
掘
多
等
の
添
品
法
華
に
依
れ
る
不
空
の
偽
作
な
る
所
以
を
指
摘
し
、

就
中
儀
軌
が
塁
茶
羅
に
は
中
台
に
二
仏
並
座
を
安
置
し
つ
Ｌ
、
そ
の
行
儀
に
至
っ
て
俄
然
、
寿
瞳
品
の
仏
を
無
量
寿
決
定
如
来
と
説
け
る

に
よ
り
、
古
来
台
密
の
諸
師
が
之
を
阿
弥
陀
如
来
と
、
誤
解
せ
る
根
元
な
り
と
指
摘
し
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
か
Ｌ
る
台
密
の
誤
の
源

は
、
恐
ら
く
阿
弥
陀
の
梵
名
に
、
阿
弥
陀
婆
仏
陀
缶
目
薗
呂
閏
曹
＆
富
無
量
光
覚
者
と
、
阿
弥
陀
痩
陀
鈩
目
簡
旨
⑩
胃
呂
冨
無
麓
寿
党

中
二
必
を
中
尊
と
す
る
宝
塔
品
儀
相
を
、
迩
門
当
分
の
教
主
本
尊
の
鏡
と
な
し
、
並
び
に
台
密
静
然
の
行
林
妙
等
が
中
尊
の
決
定
如
来
を

能
説
教
主
と
す
る
誤
を
指
摘
し
、
釈
迦
多
宝
等
を
以
て
本
尊
と
せ
ず
、
法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
る
こ
と
は
、
法
華
経
就
中
法
師

る
こ
と
を
指
摘
し

曽
谷
入
道
殿
許
御
書
に

心

不
空
三
蔵
還
渡
二
於
天
竺
一
捨
二
真
言
一
、
来
二
臨
於
漢
土
一
建
二
立
天
台
於
戒
坦
一
、
両
界
中
央
本
尊
置
二
法
華
経
一
等
是
也

等
と
は
撰
時
妙
に
『
天
台
の
大
乗
戒
を
盗
で
、
代
宗
皇
帝
に
宣
旨
を
申
し
五
台
山
の
五
寺
に
立
た
り
』
等
の
如
く
、
不
空
一
行
の
狂
惑
並

び
に
、
両
密
が
不
空
の
儀
軌
を
両
界
和
合
の
軌
と
呼
べ
る
等
を
、
真
言
に
帰
伏
の
意
を
以
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
．

更
に
撰
時
紗
に
は
古
来
龍
樹
造
と
伝
ふ
る
、
菩
提
心
論
を
以
て
不
空
の
偽
作
と
な
し
、
併
せ
て
儀
軌
が
添
品
法
華
に
依
る
不
空
の
作
な

法
華
経
は
釈
尊
の
父
母
、
諸
仏
の
眼
目
也
。
釈
迦
大
日
総
じ
て
十
方
の
諸
仏
は
、
法
華
経
よ
り
出
生
し
給
へ
り

等
と
寿
量
顕
本
の
意
に
依
り
、
本
仏
の
総
相
た
る
題
目
に
寄
せ
て
塁
茶
羅
を
以
て
、
末
代
大
衆
の
本
尊
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
若
し

の

品
、
浬
樂
経
乃
至
天
台
等
の
正
意
と
な
し

－8－



者
と
の
二
様
が
あ
り
、
慧
心
は
正
修
観
記
に

阿
弥
陀
此
東
土
翻
名
二
無
量
光
一
、
此
無
量
光
法
華
迩
門
、
是
故
経
云
『
今
仏
放
光
明
、
助
発
実
相
義
』
云
々
。
又
名
一
燕
遼
寿
一
、
此
無

是
寿
者
法
華
本
門
、
是
故
『
寿
命
無
数
劫
、
久
修
業
所
得
』
云
々
（
仏
全
三
一
要
引
）

等
と
弥
陀
の
異
名
を
以
て
、
法
華
迩
本
二
門
の
弥
陀
の
別
名
を
解
し
て
居
る
が
、
併
し
既
に
寿
雌
品
に
は
『
犠
光
照
無
鐘
、
寿
命
無
数

劫
』
と
、
光
寿
二
無
職
に
寄
せ
て
説
け
る
如
く
、
由
来
光
寿
二
無
斌
は
独
り
弥
陀
釈
迦
の
み
な
ら
ず
、
遍
く
諸
仏
の
仏
徳
即
大
悲
の
本
質

を
象
徴
し
た
も
の
な
る
こ
と
は
、
準
厳
経
の
教
主
の
毘
蝋
舎
那
と
は
光
明
遍
照
で
あ
り
、
典
言
の
大
日
如
来
も
亦
光
明
を
以
て
象
徴
し
て

居
る
に
依
て
も
明
か
な
る
の
み
な
ら
ず
、
般
若
経
を
始
め
阿
弥
陀
経
、
平
等
覚
維
等
の
稗
砿
の
本
願
に
は
必
ず
か
§
る
光
寿
雌
岐
を
止
場

す
る
に
依
て
も
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
寿
命
を
以
て
独
り
釈
迦
の
表
徳
と
し
。
光
明
を
以
て
独
り
弥
陀
の
み
の
も
と
と
せ
る
は
、
こ
れ
全

く
釈
家
に
於
け
る
偏
釈
で
あ
る
。
以
上
の
外
更
に
善
無
畏
紗
に
、
矢
張
不
空
儀
軌
の
誤
と
し
て
・

大
日
経
金
剛
頂
経
の
両
部
大
日
を
ば
左
右
に
立
て
、
法
華
経
多
宝
仏
を
ば
不
二
の
大
日
と
定
め
て
、
両
部
大
日
を
ば
左
右
の
臣
下
の
如

と
も
亦
報
恩
妙
に

月
氏
に
は
教
主
釈
尊
宝
塔
品
に
し
て
、
一
切
の
仏
を
あ
つ
め
さ
せ
給
ひ
て
大
地
の
上
に
居
せ
し
め
、
大
日
如
来
計
り
宝
塔
の
中
の
南
の

下
座
に
す
へ
奉
り
て
、
教
主
釈
尊
は
北
の
上
座
に
つ
か
せ
給
ひ
、
此
の
大
日
如
来
は
大
日
経
胎
蔵
界
の
大
日
、
金
剛
頂
経
金
剛
界
の
大

日
の
主
君
な
り
。
両
部
の
大
日
如
来
を
朗
従
等
と
定
め
た
る
、
多
宝
仏
の
上
座
に
教
主
釈
尊
居
せ
さ
せ
給
ふ
。

等
と
は
、
・
こ
れ
蓮
華
三
昧
経
の
寿
屋
品
の
下
に
中
胎
諸
仏
に
就
て

妙
法
蓮
華
久
遠
実
成
如
来
、
本
来
多
宝
塔
中
湛
然
常
住
、
其
名
無
姓
寿
決
定
如
来
。
手
結
二
法
界
定
印
一
首
有
一
二
一
仏
宝
冠
一
、
宝
冠
左

く
せ
り
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法
花
本
門
意
也
、
以
二
鈎
索
鎖
鈴
四
菩
薩
一
、
表
二
金
剛
界
果
曼
茶
羅
一
、
本
門
之
時
一
切
声
聞
縁
覚
諸
天
大
衆
皆
悉
入
二
住
無
量
寿
決
定

如
来
寂
静
真
如
大
功
徳
一
、
遊
戯
作
二
歎
喜
一
。
聚
衆
各
々
現
二
於
無
量
神
徳
二
々
擁
護
故
。

等
と
金
剛
界
四
菩
薩
を
以
て
上
行
等
四
萱
陸
に
相
応
せ
し
め
て
、
本
尊
妙
の
『
此
時
地
涌
千
界
出
現
本
門
釈
尊
為
一
脇
士
一
』
の
意
を
妨
佛

字
周
遍
法
界
四
処
輪
種
子
真
言
一

等
と
釈
し
、
次
の
『
薩
哩
達
摩
》

於
前
後
一
』
等
と
、
経
題
を
以
て

字
（
悉
曇
十
二
字
）
を 『

薩
哩
達
摩
浮

右
二
釈
迦
如
来
一
、
是
胎
蔵
界
毘
瀧
遮
那
如
来
。
右
有
二
多
宝
如
来
一
、
是
金
剛
界
毘
胤
遮
那
如
来
常
在
二
塔
中
一

等
の
文
を
、
覚
禅
妙
等
に
決
定
如
来
を
多
宝
仏
と
も
両
部
不
二
の
大
日
と
も
解
す
る
は
、
全
く
右
の
文
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
聖
人

愛
茶
羅
中
建
治
元
年
十
一
月
（
御
本
尊
写
直
帖
所
戦
、
身
延
曽
蔵
）
の
愛
茶
羅
に
善
徳
分
身
の
次
に
両
部
大
日
を
図
示
せ
る
は
、
恐
ら
く

右
の
文
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

然
る
に
聖
人
は
開
目
妙
に
本
尊
の
行
儀
と
題
目
と
を
定
む
る
に
当
っ
て
、
本
尊
妙
の
受
持
譲
与
の
釈
に
先
立
っ
て
、
法
華
渥
梁
の
二
経
、

大
論
、
四
諭
玄
、
玄
穀
。
吉
蔵
疏
の
一
論
三
釈
の
六
文
の
外
、
善
無
畏
の
法
華
肝
心
真
言
を
引
き
、
題
目
を
一
部
の
肝
心
一
念
二
手
の
大

綱
と
釈
さ
れ
る
が
、
聖
人
が
題
目
を
釈
す
る
に
無
畏
の
真
言
を
以
て
せ
る
は
、
恐
ら
く
静
然
が
行
林
妙
に
儀
軌
の
決
定
如
来
の
真
言
（
阿

娑
婆
妙
、
仏
全
三
七
。
党
禅
妙
、
全
四
六
）
に
替
へ
る
に
、
雌
畏
の
真
言
を
以
て
せ
る
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
全
妙
に
は
右

真
言
の
『
鯉
謨
乃
至
娑
碆
詞
』
の
六
十
字
中
、
最
初
の
三
十
四
字
（
悉
曇
廿
二
字
）
を
引
き

是
法
花
迩
門
意
也
、
以
二
開
示
悟
入
四
仏
知
見
理
一
、
為
二
法
花
迩
門
体
一
、
乃
至
大
日
如
来
胎
蔵
無
所
不
至
真
言
、
以
二
阿
阿
暗
曜
一
為
二

陀
哩
迦
蘇
駄
魔
』
（
悉
曇
十
一
字
）
を
『
妙
法
白
蓮
花
経
此
是
類
名
、
真
一
本
迩
二
門
一
故
安
二
中
間
一
難
一

経
題
を
以
て
一
両
の
中
間
に
案
ず
る
は
、
こ
れ
自
ら
一
雨
所
詮
の
精
要
の
意
を
表
し
。
最
後
『
惹
畔
鍵
発
』
等
十
五

~
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今
此
陀
羅
尼
是
善
無
畏
三
蔵
於
二
南
天
竺
鉄
塔
中
一
得
し
之
、
付
二
金
剛
智
一
金
剛
智
付
二
不
空
一
、
不
空
付
二
一
行
阿
闇
梨
一
秘
密
典
言
也
。

等
の
相
承
に
依
て
不
空
一
行
と
の
関
連
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
就
て
智
証
の
義
釈
目
録
縁
起
に
依
れ
ば
、
当
時
徳
清
の
延
暦
寺
本
（
十

四
巻
）
二
部
、
空
海
の
高
雄
寺
本
（
二
十
巻
）
、
慈
覚
将
来
本
（
十
四
巻
）
、
慈
党
将
来
本
（
十
巻
）
各
一
部
の
四
部
の
異
本
が
あ
り
、

前
二
本
に
は
不
空
の
菩
提
心
論
中
の
註
に
見
る
、
法
華
の
開
示
懐
入
と
四
種
阿
字
の
対
釈
は
無
い
が
、
後
の
二
本
に
は
此
の
文
あ
り
（
仏
全

二
六
、
七
一
六
）
と
い
ひ
、
現
に
大
日
経
の
悉
地
出
現
品
第
六
の
『
以
二
一
昔
一
四
処
流
出
』
等
の
下
疏
十
一
に
は
単
に
『
従
二
阿
字
一
出
一
三
字
二

成
二
四
字
一
』
等
（
三
九
、
充
巴
と
見
え
、
義
釈
八
に
は

言
三
音
四
処
一
者
、
仏
心
是
一
阿
子
本
不
生
、
阿
本
不
生
行
、
暗
本
不
生
菩
提
、
畷
本
不
生
浬
樂
、
則
四
義
四
相
雌
二
不
同
一
、
而
体
未
一

等
と
述
べ
四
阿
字
を
開
示
悟
入
に
合
釈
し
、
更
に
長
声
阿
字
を
説
き
『
以
二
此
五
字
一
如
来
方
便
智
、
統
二
收
一
切
仏
法
一
無
し
有
二
遺
余
一
』
等

と
見
え
、
且
つ
菩
提
心
論
に
四
阿
字
の
釈
に
次
で
『
又
将
二
阿
字
一
配
二
解
法
華
経
巾
開
示
悟
入
字
一
也
』
（
三
二
、
毫
巴
等
に
見
え
る
が
、
こ

等
と
、
静
然
が
無
畏
の
真
言
に
径

を
見
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

か
怪
る
法
華
肝
心
英
言
が
、
果
し
て
無
畏
の
も
の
な
り
や
否
や
は
明
か
で
な
い
が
、
こ
の
真
言
は
註
法
華
経
中
結
経
部
に
こ
れ
を
引
用

‐
し
、
同
匪
つ
、
へ
工
坪
堂
弓
Ｄ
Ｆ
Ｉ
こ

且
つ
、
全
真
言
の
下
に

せ
し
む
る
が
、
最
後
に

師
伝
云
胎
蔵
金
剛
両
部
法
即
是
法
華
本
迩
二
門
意
也
。
乃
至
夫
妙
法
蓮
花
経
者
、
諸
仏
出
世
之
本
徳
衆
生
成
仏
直
道
也
ｏ
縦
不
レ
知
二
実

祁
之
深
理
一
豈
不
レ
作
二
菩
提
遠
因
一
（
正
蔵
六
七
、
一
美
）

等
と
、
静
然
が
無
畏
の
真
言
に
依
て
、
儀
軌
の
愛
茶
羅
を
両
部
合
成
と
解
し
た
こ
と
は
、
聖
人
の
本
尊
並
び
に
行
儀
と
一
脈
相
ず
る
も
の

更
異
一
也
（
八
、
豐
）
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れ
等
に
依
て
聖
人
が
菩
提
心
論
を
不
空
偽
作
と
断
ず
る
意
自
ら
明
で
あ
る
。
併
し
果
宝
の
如
き
は
大
日
経
疏
七
の
『
今
此
本
地
身
又
是
妙

法
蓮
華
最
深
秘
処
』
の
釈
に
準
じ
て
、
右
の
義
釈
の
四
仏
知
見
の
釈
を
容
認
す
る
が
、
静
然
行
林
妙
に
於
け
る
無
畏
の
法
華
肝
心
真
言
の

。

解
も
、
撰
時
妙
に
指
摘
せ
ら
る
狸
如
く
、
大
日
経
義
釈
に
由
来
す
る
こ
と
ば
明
か
で
あ
る
。
無
畏
の
法
華
肝
心
真
言
は
勿
論
更
に
研
究
を

要
す
る
が
、
右
真
言
は
梨
大
の
白
石
教
授
は

ｚ
ｍ
ｇ
騨
嵩
の
日
興
口
圃
’
ず
ロ
ず
ず
茸
動
画
画
ｇ
ｏ
目
四
脚
四
日
“
昏
闇
く
ぃ
’
ず
旨
ロ
ロ
ラ
倒
蔵
画
画
の
口
倒
、
鼻
８
ヶ
ご
望
画
ぽ
い
“
鴇
ご
い
鼠
’
一
農
恩
ロ
“
９
．
の
凰
号
閏
Ｂ
Ｏ
Ｉ
ロ
ロ
ョ

ヮ
回
国
涛
凹
Ｉ
ｍ
ｐ
耳
脚
門
口
〕
“
壷
彦
副
回
》
く
四
口
〕
毒
画
宮
く
Ｏ
〕
吋
脚
制
陣
丙
の
画
Ｈ
ロ
回
国
〕
一
野
画
Ｈ
ｐ
い
く
画
涛
画
一

南
無
普
く
諸
仏
の
為
に
、
一
切
諸
仏
は
智
に
依
て
動
揺
せ
ら
る
型
こ
と
な
し
。
虚
空
を
自
ら
の
棚
と
な
す
も
の
（
こ
れ
）
妙
法
蓮
華
経

な
り
。
金
剛
よ
、
我
を
護
れ
、
ウ
ン
、
ソ
ワ
カ

等
と
決
さ
れ
て
居
る
が
、
愛
茶
羅
の
相
が
初
桃
と
観
取
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ふ
迄
も
な
く
聖
人
も
佐
前
は
専
ら
天
台
沙
門
、
伝
教
大
師
門
人
等
と
い
ひ
、
外
相
承
に
天
台
伝
教
の
両
師
を
褐
ぐ
る
如
く
、
法
華
経

の
術
樹
と
し
て
は
正
に
天
台
相
承
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
現
に
保
田
妙
本
寺
の
不
動
愛
染
感
見
記
に

、
二
大
日
如
来
一
至
二
日
蓮
一
廿
三
代
、
嫡
々
相
承
、
建
長
六
年
六
月
廿
五
日
、
日
蓮
授
二
新
仏
一

並
び
に
金
沢
文
庫
の
「
理
性
院
血
脈
」
に
は

大
日
Ｉ
金
剛
薩
唾
Ｉ
龍
猛
ｌ
竜
智
Ｉ
金
剛
智
ｌ
不
空
Ｉ
恵
果
Ｉ
弘
法
ｌ
真
雅
ｌ
源
仁
ｌ
聖
宝
ｌ
観
賢
ｌ
淳
祐
Ｉ
元
果
ｌ
仁
海
Ｉ
成
尊
１

０
○

義
範
ｌ
勝
覚
ｌ
賢
覚
Ｉ
賢
信
１
乗
印
Ｉ
勝
因
Ｉ
覚
舜
Ｉ
真
空
１
日
蓮
Ｉ
実
性
ｌ
源
舜
ｌ
性
鏡
Ｉ
明
沢
ｌ
実
真
ｌ
素
容

等
と
次
第
し
、
先
は
廿
三
代
今
は
廿
五
代
が
聖
人
と
な
っ
て
居
る
。
又
中
山
蔵
の
「
五
輪
九
輪
秘
密
義
釈
」
の
奥
譜
に
は

建
長
三
年
十
一
月
廿
四
日
戌
時
了
。
五
帖
之
坊
門
、
富
小
路
西
南
、
坊
よ
り
は
南
、
富
小
路
よ
り
は
西
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蝉
と
あ
る
に
依
て
、
東
密
の
相
承
も
否
み
得
な
い
の
で
あ
る
。
随
っ
て
、
聖
人
の
本
尊
並
に
行
儀
は
、
真
言
に
由
漸
な
し
と
は
い
ひ
得
な

い
し
、
就
中
不
空
の
儀
軌
、
卿
然
の
行
林
紗
（
二
璽
’
二
雪
）
等
に
も
由
漸
す
る
こ
と
は
、
実
相
妙
、
日
女
紗
等
の
『
天
台
云
実
相
深
理

本
打
妙
法
蓮
華
経
』
の
叉
、
就
中
始
顕
以
来
の
愛
茶
羅
の
勧
諭
式
が
、
胎
蔵
の
八
葉
九
尊
式
よ
り
純
本
門
式
へ
の
脱
化
で
あ
り
。
花
押
も

弘
安
の
始
よ
り
金
剛
界
大
日
の
種
子
た
る
鍵
字
よ
り
、
両
部
不
二
の
一
字
金
輪
の
大
日
の
種
子
た
る
勃
魯
俺
字
へ
の
変
化
（
櫻
神
三
○
）

は
さ
る
こ
と
乍
ら
、
密
教
と
の
関
係
は
全
く
見
逸
し
得
ぬ
所
で
あ
る
。

閃
に
こ
れ
を
傍
詮
す
る
も
の
と
し
て
は
、
愛
茶
羅
の
両
側
の
不
動
愛
染
の
二
明
王
で
あ
る
が
、
共
に
儀
軌
愛
茶
羅
の
外
金
剛
部
に
見
え

不
勤
は
南
西
隅
で
愛
染
は
東
北
の
烏
詞
沙
摩
に
替
へ
た
の
で
あ
る
が
、
元
来
二
明
王
は
大
日
の
寂
照
の
二
徳
た
る
、
生
死
即
渥
梁
、
煩
悩

即
群
提
の
表
現
で
、
二
明
王
の
梵
字
は
首
題
の
光
明
点
と
共
に
大
羅
愛
茶
羅
の
一
種
の
雅
厳
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
聖
人
は
文
永

晩
年
の
鍛
略
式
の
曼
茶
雛
以
来
、
必
ず
此
の
二
明
王
を
勧
諦
し
、
前
述
の
建
長
六
年
の
感
見
記
に
は

生
身
愛
染
明
王
拝
見
、
正
月
一
日
日
蝕
之
時
、
畔
悉
底
惹
件
鍵
発
（
悉
曇
）
、
生
身
不
動
明
王
拝
見
、
自
二
十
五
日
一
至
二
十
七
日
一
、
鍵

生
身
愛
染
明
王
拝
見
、
正
月

等
と
記
さ
れ
た
る
一
胖
悉
底
冒
日
切
罵
房
は
愛
染
明
王
の
理
智
冥
合
の
時
の
塔
印
、
惹
停
竣
発
〕
§
盲
目
く
目
冒
写
は
金
剛
界
の
四
菩

薩
の
粒
子
の
外
、
入
住
遍
歓
喜
の
意
で
、
無
畏
法
華
真
言
の
本
門
の
句
に
合
致
し
。
後
の
堅
固
擁
護
の
句
は
見
え
ぬ
が
、
恐
ら
く
四
菩

薩
に
寄
せ
て
擁
護
の
意
を
表
し
た
、
『
愛
染
よ
擁
護
あ
れ
』
の
義
で
あ
り
、
又
不
動
の
下
の
鍵
膜
三
曼
陀
没
陀
南
国
２
号
駛
日
”
具
“
Ｉ
ｇ

ｅ

目
高
ロ
ロ
は
帰
命
仏
陀
で
、
こ
れ
無
畏
真
言
の
通
関
分
般
初
の
句
で
、
如
来
の
庇
・
目
を
不
動
明
王
の
種
子
惇
盲
目
に
替
へ
た
も
の
で
、

『
南
無
不
動
明
王
よ
』
の
意
で
、
胎
蔵
曼
茶
雑
の
外
金
剛
部
に
相
等
す
る
曇
茶
羅
の
両
側
に
、
四
天
王
と
共
に
二
明
王
の
擁
護
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
。

臘
三
愛
陀
没
陀
南
桿
（
悉
曇
）
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教
主
釈
尊
既
五
百
塵
点
劫
己
来
妙
覚
果
満
仏
。
大
日
如
来
阿
弥
陀
如
来
薬
師
如
来
等
、
尽
十
方
諸
仏
我
等
本
師
教
主
釈
尊
所
従
等
也
、

天
月
万
水
浮
是
也
。
華
厳
経
十
方
台
上
毘
慮
遮
那
、
大
日
経
金
剛
頂
経
両
界
大
日
如
来
、
宝
塔
品
多
宝
如
来
左
右
脇
士
。
‐
例
如
二
慨
王

両
胞
一
、
此
多
宝
仏
寿
峨
品
教
主
釈
尊
所
従
也

等
と
諸
宗
の
本
尊
は
勿
論
、
両
界
大
日
を
以
て
迩
門
宝
塔
品
の
多
宝
如
来
所
従
脇
士
と
な
し
、
正
し
く
寿
量
所
顕
の
塵
点
実
成
の
釈
尊
を

以
て
本
尊
と
な
し
、
且
つ
か
Ｌ
る
本
仏
は
妙
法
五
字
を
宝
号
と
す
る
故
に
、
実
相
妙
に
は
『
法
界
の
す
が
た
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
』
と
も

亦
草
木
成
仏
口
決
に
は
『
一
念
三
千
を
ふ
り
す
畠
ぎ
た
る
大
曼
茶
羅
』
等
と
説
き
、
本
尊
妙
に
は
四
十
五
字
の
法
体
に
次
で
曼
茶
羅
を
説

い
て
、
そ
の
本
質
相
貌
を
明
か
に
し
、
総
勘
文
妙
に
は

あ
る
。
即
ち
全
妙
に
は

か
く
の
如
く
聖
人
の
本
尊
は
、
不
空
儀
軌
の
法
華
曼
茶
雑
に
発
し
、
両
密
就
中
台
密
に
於
て
蓮
華
三
昧
経
に
見
る
如
く
、
迩
門
よ
り
次

第
に
本
門
に
進
展
し
、
終
に
聖
人
の
大
曼
茶
羅
に
至
っ
て
、
如
法
に
大
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
か
Ｌ
る
法
華
愛
茶
羅
を
大
観
す
れ

ば
先
づ
不
空
儀
軌
の
宝
塔
品
の
二
仏
並
座
中
胎
愛
茶
羅
、
並
に
伝
通
縁
起
に
見
ゆ
る
鑑
典
和
尚
唐
招
提
寺
の
戒
壇
本
尊
は
、
一
往
法
華
通

間
本
尊
、
次
で
蓮
華
三
昧
経
の
妙
法
蓮
華
久
遠
実
成
如
来
、
其
名
無
戯
決
定
如
来
は
、
先
の
迩
門
分
の
別
釈
な
る
故
に
、
静
然
の
行
林
妙
の

『
両
部
法
即
是
法
華
本
迩
二
門
意
也
』
と
共
に
、
か
樫
る
台
密
の
両
法
華
愛
茶
雛
は
本
迩
未
分
の
本
尊
で
あ
る
。
以
上
の
解
釈
を
排
し
て
、

正
し
く
法
華
本
門
の
意
に
立
っ
て
、
光
顕
せ
ら
れ
た
の
が
聖
人
の
本
門
本
尊
た
る
大
曼
茶
羅
で
あ
る
。

こ
れ
に
就
て
は
既
に
善
無
畏
妙
、
報
恩
妙
、
問
答
妙
に
依
て
明
か
で
あ
る
が
、
就
中
そ
の
窓
を
明
表
』
せ
ら
れ
た
の
は
、
法
縦
取
要
妙
で

七
、
三
大
秘
法
と
妙
法
五
字
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若
し
聖
人
の
曼
茶
羅
中
に
於
て
、
上
掲
取
要
妙
の
文
に
合
致
す
る
受
茶
羅
と
し
て
は
、
上
述
身
延
曽
存
建
治
元
年
十
一
月
の
本
尊
（
長

五
尺
・
巾
三
尺
五
寸
八
分
、
十
二
萩
継
）
で
、
此
の
本
尊
は
上
段
の
仏
部
に
二
仏
の
外
善
徳
十
方
、
両
部
大
日
を
列
ね
、
四
菩
薩
に
も
『
六

万
恒
河
沙
』
と
附
記
し
、
二
段
の
蓮
華
部
に
四
阿
修
羅
王
を
加
へ
、
下
段
金
剛
部
に
天
台
伝
教
等
の
外
修
禅
寂
光
の
両
大
師
を
見
、
外
金

剛
部
の
四
大
天
王
は
大
集
月
蔵
経
（
一
二
一
、
言
一
翼
）
に
依
り
、
他
の
受
茶
羅
と
表
現
を
異
に
し
、
持
国
、
広
目
、
増
長
の
二
天
も
悉
く
梵
名

の
み
な
ら
ず
、
楽
勝
提
頭
頼
叱
、
大
（
火
）
華
毘
楼
勤
叉
、
拘
羅
毘
沙
門
、
旛
檀
華
毘
楼
博
叉
等
と
具
名
を
以
て
書
か
れ
て
居
る
。
若
し
聖

人
一
期
に
於
け
る
曼
茶
羅
に
就
て
は
、
文
永
期
総
帰
命
、
建
治
以
後
四
聖
帰
命
、
弘
安
以
後
善
徳
仏
を
除
け
る
純
本
門
八
品
儀
相
た
る
、

顕
密
超
過
の
大
曼
茶
羅
な
る
こ
と
は
、
本
誌
（
一
三
、
三
○
）
の
拙
稿
の
如
く
で
あ
る
。

更
に
か
く
の
如
き
聖
人
の
本
尊
に
対
す
る
、
先
匠
の
見
解
に
就
て
見
る
に
、
滅
後
一
宝
年
頃
健
妙
の
日
耀
は
本
尊
妙
の
下
、
中
尊
の
題

目
を
『
万
法
総
体
に
し
て
諸
仏
師
範
也
』
と
解
し
、
玄
義
一
の
『
妙
法
諸
仏
所
証
得
』
、
文
句
十
の
『
法
是
聖
師
』
、
止
観
一
の
『
諸
仏
所

師
』
等
の
文
を
引
き
人
法
の
両
釈
を
な
し
。
三
五
○
年
頃
の
身
延
日
乾
（
当
家
本
尊
事
）
は
唯
法
広
略
総
別
説
。
日
遠
（
今
家
本
尊
論
落

談
の
象
徴
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

と
も
、
亦
日
女
御
前
御
返
事
に
は

０
。
○
Ｏ
○

是
全
く
日
蓮
が
自
作
に
あ
ら
ず
、
多
宝
塔
中
大
牟
尼
世
尊
分
身
の
諸
仏
す
り
か
た
ぎ
た
る
本
尊
也
。
乃
至
妙
法
五
字
の
光
明
に
て
ら
さ

れ
て
、
本
有
の
尊
形
と
な
る
是
を
本
尊
と
は
申
す
也
。

等
と
本
尊
の
体
相
用
を
明
に
せ
ら
れ
て
居
る
如
く
、
題
目
が
仏
陀
の
因
果
の
功
徳
衆
た
る
如
く
、
本
尊
も
亦
本
仏
の
毎
自
悲
願
、
能
為
救

体
一
云
一
寂
光
士
一

十
方
法
界
為
二
身
体
一
、
十
方
法
界
為
二
心
性
一
、
十
方
法
界
為
二
相
好
一
、
乃
至
十
界
外
無
し
仏
仏
外
無
一
十
界
一
、
依
正
不
二
、
以
二
一
仏
身
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居
）
は
教
観
人
法
説
、
観
如
日
透
（
当
家
本
尊
義
）
は
法
仏
相
望
法
正
説
、
禅
智
日
好
（
扶
老
）
は
日
透
と
同
行
異
曲
で
法
本
尊
説
で
、

両
師
は
共
に
法
正
人
傍
論
者
で
あ
る
。
か
く
て
滅
後
五
○
○
年
頃
に
至
り
一
妙
日
導
（
綱
要
）
、
優
陀
那
日
輝
（
本
尊
弁
）
の
仏
本
尊
論

に
結
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
近
代
田
辺
善
知
師
の
法
本
尊
説
の
外
、
概
ね
仏
本
尊
論
で
あ
る
が
、
先
頃
の
崎
報
（
一
○
四
）
本
尊
特

集
号
に
も
、
尚
ほ
法
仏
の
論
が
在
す
る
を
見
る
の
で
あ
る
。

併
し
脈
で
聖
入
の
末
法
弘
通
に
就
て
見
る
に
、
常
に
『
愚
者
多
き
世
』
（
唱
題
妙
）
、
『
末
代
濁
世
の
愚
人
』
（
善
無
畏
妙
）
、
『
末
代
悪

世
の
凡
夫
』
（
問
答
紗
）
等
と
仰
せ
ら
る
＆
如
く
、
佐
前
に
於
て
は
濁
世
の
凡
愚
、
即
ち
逆
誘
の
二
人
に
題
目
の
下
種
を
以
て
弘
通
の
正

浸

意
と
な
し
、
佐
渡
に
至
っ
て
は
法
華
取
要
妙
に
『
我
門
弟
順
縁
日
本
国
逆
縁
』
と
述
べ
ら
れ
た
る
如
く
、
開
目
妙
に
『
三
密
の
油
』
（
真

言
）
、
四
条
金
吾
御
返
事
に
『
本
門
寿
量
の
三
大
事
』
（
法
華
深
義
）
・
三
種
菩
薩
事
に
『
本
門
の
三
学
』
（
円
の
三
学
）
等
と
、
本
門

の
三
大
秘
法
を
密
表
し
、
本
尊
妙
に
至
っ
て
受
持
譲
輿
に
次
で
『
事
行
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
並
本
門
本
尊
』
と
始
め
て
、
本
門
の
三
秘

の
二
法
を
明
か
に
し
、
次
で
富
木
殿
御
返
事
の
『
寿
最
仏
与
二
肝
要
五
字
一
』
倉
豐
）
、
波
木
三
郎
殿
御
返
事
の

『
本
門
教
主
寺
塔
乃
至
妙
法
五
字
』
ｅ
賢
）
、
顕
仏
未
来
記
の
『
本
門
本
尊
、
妙
法
五
字
』
（
茜
ロ
）
等
の
三
秘
の
二
法
、
並
び
に
行
者
値

難
事
の
『
本
門
本
尊
与
二
四
菩
薩
戒
壇
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
』
（
だ
ｃ
、
法
華
取
要
紗
の
『
本
門
本
尊
与
二
戒
壇
一
与
二
題
目
五
字
一
』

え
弓
、
教
行
証
御
書
の
『
本
門
の
本
尊
戒
壇
等
』
（
更
○
三
秘
の
中
に
見
ゆ
る
本
尊
は
、
悉
く
寿
量
所
顕
の
本
門
教
主
釈
尊
な
る
こ

と
は
報
恩
妙
の
文
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
さ
れ
ば
妙
法
曼
茶
羅
供
養
の
『
妙
法
蓮
華
経
御
本
尊
』
を
始
め
、
諸
法
実
相
妙
の
『
妙
法
蓮
華

経
こ
そ
本
仏
』
、
日
女
御
前
御
返
事
の
『
首
題
の
五
字
』
、
本
尊
問
答
紗
の
『
題
目
本
尊
』
等
も
、
亦
迩
門
の
釈
迦
仏
に
簡
ん
で
妙
法
五

字
を
宝
号
と
す
る
、
本
門
の
教
主
釈
尊
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
撰
時
妙
に
神
力
品
の
空
中
唱
声
の
文
を
会
釈
し
て
、
『
南
無
釈

迦
牟
尼
仏
、
ノ
、
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
ノ
、
』
呂
只
）
等
と
宣
は
れ
た
る
に
依
て
も
、
復
「
呵
責
誘
法
妙
」
に
神
力
品
の
結
要
付
属
を
述
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I

二
千
二
百
余
年
が
間
、
教
主
釈
尊
の
絵
像
木
像
を
賢
王
聖
主
は
本
尊
と
す
。
然
れ
ど
も
但
小
乗
大
乗
華
厳
観
経
、
法
華
経
の
迩
門
普
賢
経

等
の
仏
、
真
言
大
日
経
等
の
仏
、
宝
塔
品
の
釈
迦
多
宝
等
を
ぱ
書
け
ど
も
、
い
ま
だ
寿
量
品
の
釈
尊
は
山
寺
精
舎
に
ま
し
ま
さ
ず
宅
酋
）

等
と
題
目
本
尊
共
に
妙
法
五
字
を
以
て
示
さ
れ
、
更
に
教
行
証
御
書
に
は

法
華
経
の
本
門
の
肝
心
妙
法
蓮
華
経
は
、
三
世
諸
仏
の
万
行
万
善
の
功
徳
を
集
め
て
為
二
五
字
一
、
此
五
字
の
内
に
豈
不
レ
納
二
万
戒
功
徳
一

乎
・
但
此
具
足
の
妙
戒
は
一
度
持
て
後
破
ら
ん
と
す
れ
ど
も
不
し
破
。
是
金
剛
宝
器
戒
と
や
申
け
ん
な
ん
ど
可
レ
立
・
三
世
諸
仏
は
持
二

此
戒
一
法
身
報
身
応
身
な
ん
ど
、
何
れ
も
無
始
無
終
の
仏
に
成
ら
せ
給
ふ

等
と
遊
ば
さ
れ
た
る
如
く
、
聖
人
は
題
目
は
勿
論
本
尊
並
に
妙
戒
（
戒
壇
）
を
も
、
共
に
妙
法
五
字
に
寄
せ
て
述
べ
ら
れ
し
こ
と
は
、
こ

れ
正
し
く
愚
者
多
き
末
法
弘
通
の
大
綱
に
約
さ
れ
た
る
が
た
め
で
あ
る
。

併
し
同
じ
く
五
字
を
以
て
表
す
る
に
す
る
も
、
既
に
取
要
紗
に
は
『
為
二
逆
線
一
但
限
二
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
耳
、
例
如
二
不
軽
品
一
。
我
門

弟
順
縁
、
日
本
国
逆
縁
也
』
と
説
か
る
畠
如
く
、
逆
縁
弘
通
の
一
秘
は
妙
法
五
字
な
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
順
縁
の
三
秘
は
単
な

る
五
字
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
、
義
浄
房
御
書
に

寿
量
品
の
法
門
は
日
蓮
が
身
に
取
り
て
た
の
み
あ
る
ぞ
か
し
。
天
台
伝
教
等
も
粗
ぽ
し
ら
せ
給
へ
ど
も
、
言
に
出
し
て
宣
く
給
は
ず
。

龍
樹
天
親
等
も
亦
如
し
是
。
寿
量
品
の
自
我
偶
云
『
一
心
欲
兇
仏
、
不
自
惜
身
命
』
云
之
、
日
蓮
が
己
心
の
仏
界
を
此
文
に
依
て
顕
す
也
ｏ

其
故
は
寿
量
品
の
事
の
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
を
成
就
せ
る
事
此
経
文
な
り
。
可
レ
秘
可
レ
秘

等
と
述
べ
、
聖
人
の
己
心
仏
界
即
ち
上
行
の
開
顕
は
、
不
惜
身
命
の
強
盛
の
信
心
に
依
ら
れ
し
如
く
、
四
条
金
吾
に
宝
塔
品
の
『
此
経
難

持
』
の
文
に
寄
せ
て
受
持
の
意
を
継
説
せ
ら
れ

べ
終
っ
て
、
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此
経
を
き
§
う
く
る
人
は
多
し
、
ま
こ
と
に
聞
き
受
く
る
如
く
大
難
来
れ
ど
も
、
憶
持
不
忘
の
人
は
希
な
る
也
。
受
く
る
は
や
す
く
持

つ
は
か
た
し
、
さ
る
間
成
仏
は
持
つ
に
あ
り
、
乃
至
三
世
諸
仏
の
大
事
な
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
念
ず
る
を
持
と
は
云
也
。

等
と
説
け
る
如
く
、
受
持
譲
与
と
は
妙
法
五
字
に
絶
対
信
を
捧
げ
、
即
ち
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
妙
行
に
依
る
妙
証
な
る
こ
と
は
、
生
死
一

大
事
血
脈
妙
に
『
信
心
の
血
脈
な
く
ぱ
、
法
華
経
を
持
つ
と
も
無
益
な
り
』
と
誠
あ
ら
れ
、
教
行
証
御
書
に
は
『
末
法
に
は
教
行
証
の
三

倶
に
備
れ
る
。
例
如
二
正
法
一
』
等
と
示
さ
れ
た
る
に
見
て
も
明
か
で
あ
る
。

さ
れ
ば
末
法
弘
通
の
大
綱
は
、
仏
陀
の
毎
自
悲
願
の
結
晶
た
る
妙
法
五
字
の
下
種
で
あ
る
が
、
か
畠
る
五
字
は
信
心
の
一
念
に
依
て
、

直
ち
に
順
縁
受
持
の
三
秘
妙
行
と
な
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
聖
人
は
常
に
『
只
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
計
り
五
字
七
字
』
（
彌
目
妙
）
、
或
は
『
二

十
八
年
の
間
他
事
な
し
、
只
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
』
（
八
幡
妙
）
等
と
、
一
秘
三
秘
の
別
な
く
五
字
七
字
と
仰
せ
ら
れ
て
居
る

が
、
併
し
厳
密
に
い
へ
ぱ
一
秘
は
五
字
、
三
秘
は
七
字
を
分
つ
く
き
こ
と
は
、
本
尊
妙
に
受
持
譲
与
の
下
は
五
字
、
流
通
段
は
事
行
の
七

字
に
見
る
如
く
で
あ
る
。
随
っ
て
一
秘
は
五
字
、
三
秘
は
七
字
で
、
一
往
理
法
と
乗
法
と
の
別
は
見
ゆ
る
が
、
併
し
本
尊
妙
に
は
天
台
の

一
念
三
千
を
次
第
に
会
理
帰
事
し
て
、
『
本
有
の
三
因
』
と
も
『
悶
果
具
足
の
五
字
』
と
も
説
き
、
治
病
妙
に
は
台
当
の
一
念
三
千
を
本

迩
事
理
『
天
地
は
る
か
に
殊
也
』
と
判
ぜ
ら
れ
、
経
文
に
は
『
是
好
良
薬
』
と
も
、
『
此
大
良
薬
色
香
美
味
皆
悉
具
足
』
等
も
見
ゆ
る
如

く
、
妙
法
五
字
は
既
に
天
台
の
一
念
三
千
の
理
法
と
は
異
り
、
本
仏
の
因
果
具
足
の
乗
法
で
あ
り
乗
種
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
若
し
聖
密

房
御
諜
に

等
と
示
さ
る
＆
如
く
、
一
秘
三
秘
は
素
よ
り
信
誇
に
依
る
三
学
の
開
合
の
異
で
、
一
秘
は
合
で
三
学
の
教
、
三
秘
は
開
で
三
学
の
行
で
、

宗
と
申
す
は
戎
定
巷
の
三
学
を
術
へ
た
る
物
な
り
。
其
中
に
定
慧
は
さ
て
を
き
ぬ
、
戒
を
も
て
大
小
の
ば
う
じ
（
標
示
）
を
、
う
ち
わ

か
つ
も
の
な
り
。
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本
門
の
妙
戒
な
る
信
に
依
る
『
是
名
持
戒
』
に
依
て
、
教
行
の
標
示
を
分
つ
の
で
あ
る
。
即
ち
一
秘
の
良
薬
た
る
末
法
逆
縁
下
種
の
教

は
、
信
心
に
依
て
順
縁
三
秘
の
妙
行
と
な
り
、
且
つ
三
秘
の
本
質
は
三
学
で
あ
る
が
、
聖
人
は
こ
れ
を
表
現
す
る
に
当
っ
て
は
、
上
述
の
如

く
一
秘
三
秘
共
に
五
字
七
字
を
以
て
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
実
相
妙
に
『
釈
迦
多
宝
と
云
ふ
も
用
の
仏
、
妙
法
蓮
華
経
こ
そ
本

仏
』
と
も
、
初
心
成
仏
妙
に
『
己
心
の
妙
法
蓮
華
経
を
本
尊
』
と
も
、
問
答
妙
に
『
法
華
経
の
題
目
を
本
尊
』
等
に
見
る
如
く
、
そ
れ
等

は
何
れ
も
教
の
一
秘
五
字
に
寄
せ
て
本
門
の
本
尊
を
表
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ぱ
か
聖
る
教
の
五
字
表
現
の
本
尊
を
、
天
台
の
一

念
一
・
一
千
の
理
法
の
如
く
解
し
た
の
が
、
古
来
よ
り
の
法
本
尊
論
主
張
の
根
拠
で
あ
る
。
併
し
草
成
仏
口
決
に
は
『
一
念
三
千
の
法
門
を
ふ

り
す
ぎ
た
て
た
る
は
大
曼
茶
羅
』
と
説
き
、
且
つ
録
外
考
文
が
こ
れ
を
、
日
女
妙
の
『
諸
仏
す
り
が
た
き
た
る
本
尊
』
と
同
義
と
解
し
、

口
決
の
前
文
に
『
事
の
顕
本
は
生
を
表
す
蓮
華
と
弧
は
る
』
等
と
見
ゆ
る
如
く
、
天
台
の
理
観
と
異
る
『
久
修
業
所
得
』
の
、
常
修
常
証

常
満
常
顕
の
事
顕
本
の
本
仏
を
表
し
た
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。
こ
れ
法
本
尊
と
主
張
し
つ
＆
観
如
透
師
が
、
『
唱
行
一
途
盛
述
、
真

実
所
観
（
本
尊
）
所
唱
（
題
目
）
所
持
（
妙
戒
）
所
尊
等
之
一
切
万
徳
、
総
括
無
し
非
二
五
字
題
目
一
』
と
述
べ
ら
る
且
所
以
で
あ
る
。

と
喝
破
せ
る
は
、
こ
れ
よ
く
本
尊
の
本
質
を
明
に
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
古
代
印
度
に
於
て
は
、
仏
教
の
絶
対
者
た
る
仏
陀
を
刻

由
来
仏
教
の
本
尊
は
阿
含
の
随
処
に
三
帰
を
見
、
長
阿
含
三
一
に
は
『
帰
命
一
切
智
、
一
切
衆
安
楽
』
、
増
一
阿
含
四
五
に
は
『
帰
命

人
中
尊
』
等
と
見
ゆ
る
如
く
、
我
等
の
帰
依
処
た
る
絶
対
者
で
あ
る
。
さ
れ
ば
希
臘
哲
学
者
の
ク
セ
ノ
フ
ァ
ネ
ス
が

若
し
牛
獅
子
等
に
し
て
、
人
類
の
如
く
図
画
の
才
能
を
有
す
れ
ば
、
彼
等
の
描
出
す
る
神
は
、
必
ず
や
彼
等
の
動
物
の
形
態
の
も
の
で

あ
ら
う

八
、
聖
人
の
本
尊
と
し
て
の
大
曼
茶
羅
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零
と
述
べ
ら
れ
し
如
く
、
本
仏
の
実
在
を
信
じ
た
聖
人
な
れ
ば
こ
そ
、
如
来
使
と
し
て
忍
難
弘
通
が
全
う
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ｏ
か
固
る

大
党
世
尊
と
は
聖
人
の
絶
対
者
で
あ
り
、
法
華
経
に
説
か
れ
た
真
の
本
尊
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
仮
令
題
目
或
は
名
号
を
以
て
標

幟
せ
ら
れ
た
と
て
、
曼
茶
羅
を
以
て
法
本
尊
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
か
ら
う
。
さ
れ
ば
問
答
妙
の
扶
老
に
受
茶
羅
を
以
て
、
『
惣
々
於
別
別

に
於
惣
』
の
法
本
尊
と
解
せ
る
は
、
総
勘
文
妙
に
所
謂
『
十
界
外
無
し
仏
、
仏
外
無
二
十
界
一
、
依
正
不
二
身
土
不
二
、
以
三
仏
身
体
一
云
一

寂
光
土
一
』
と
は
、
主
師
親
三
徳
の
釈
尊
の
総
貌
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
古
来
題
目
愛
茶
羅
を
以
て
法
本
尊
と
解
し
、
就
中
口
遠
が
本
尊
妙
文
段
に
於
て
、
本
尊
段
は
題
目
（
法
）
本
尊
、
流
通
段
は
釈
迦

（
似
）
等
と
一
妙
の
内
に
法
仏
本
尊
の
説
を
な
し
、
報
恩
妙
の
啓
蒙
扶
老
並
に
近
代
ま
た
こ
れ
に
倣
ふ
を
見
、
又
綱
要
師
が
本
尊
に
在
末

順
逆
の
説
を
な
す
如
き
は
、
聖
人
の
本
尊
を
惑
乱
し
、
末
代
の
凡
愚
を
惑
は
す
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

今
崎
報
の
本
尊
特
集
号
に
就
て
見
る
に
、
望
月
所
長
は
、
遮
文
巾
本
尊
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
る
四
十
八
扇
を
挙
げ
、
こ
れ
を
一
、
愛

茶
羅
四
編
、
二
、
妙
法
五
字
二
扁
等
と
六
扇
は
法
本
尊
、
三
、
釈
迦
仏
（
釈
迦
仏
法
華
経
）
、
四
、
法
華
経
等
の
四
十
二
凧
を
悉
く
釈
迦
本

尊
と
な
し
。
鈴
木
教
授
は
本
尊
を
先
づ
法
仏
の
二
和
に
分
ち
、
法
本
尊
に
題
目
、
曼
茶
羅
の
二
類
、
仏
本
尊
に
釈
尊
、
一
尊
四
士
、
二
尊

四
士
の
三
類
の
五
種
の
別
を
分
ち
、
二
種
本
尊
の
広
略
等
と
述
べ
て
居
る
が
、
両
説
共
に
本
尊
に
法
仏
二
類
を
分
つ
こ
と
は
、
滅
後
二
百

す
べ
き
部
分
に
、
菩
提
樹
、
金
剛
座
、
法
輪
、
仏
塔
、
仏
足
を
刻
し
て
之
に
代
へ
、
大
乗
仏
教
の
興
起
頃
よ
り
仏
像
を
見
る
に
至
り
、
後

真
言
密
教
起
る
に
至
り
字
印
形
の
三
様
式
を
以
て
之
を
表
し
、
就
中
字
と
は
諸
仏
諸
尊
の
種
子
を
以
て
之
を
表
し
た
が
、
後
世
の
名
号
題

目
本
尊
等
は
、
か
且
る
本
尊
様
式
に
準
じ
た
も
の
と
い
は
れ
て
居
る
。
何
は
と
も
あ
れ
聖
人
は
乙
御
前
御
消
息
に

く
ま
ら
え
ん
三
蔵
と
申
せ
し
人
を
ぱ
、
木
像
の
釈
迦
を
わ
せ
給
ひ
て
候
し
ぞ
か
し
。
日
蓮
が
頭
に
は
大
覚
世
尊
下
せ
給
ひ
ぬ
、
昔
と
今

と
一
同
也
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五
十
年
頃
の
扶
老
好
師
観
如
透
師
を
代
表
と
す
る
本
尊
義
と
同
行
異
曲
で
は
な
か
ら
う
か
。
上
来
艇
述
べ
た
る
如
く
聖
人
は
、
末
法
の
導

師
と
し
て
専
ら
逆
縁
の
為
に
神
力
別
付
の
教
と
し
て
の
妙
法
五
字
を
弘
通
し
た
が
、
佐
渡
順
縁
に
妙
行
と
し
て
の
三
秘
を
光
撤
す
る
に
当

っ
て
は
、
七
字
の
題
目
を
以
て
三
秘
を
表
す
べ
き
こ
と
は
、
正
し
く
所
訓
佐
渡
百
幅
の
如
く
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
遺
文
に
於
て
は

蝋
〃
所
長
の
五
字
の
二
扁
を
始
め
、
例
へ
ば
佐
前
題
目
紗
の
『
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
』
、
晩
年
の
八
幡
妙
の
『
妙
法
蓮
華
経
の

七
字
五
字
』
等
の
如
く
、
一
秘
三
秘
の
別
を
分
た
ず
没
然
五
字
七
字
等
と
遊
ば
さ
れ
た
る
こ
と
は
、
逆
縁
下
獄
の
五
字
教
法
を
七
字
の

順
紙
妙
行
へ
通
入
せ
め
ん
が
た
め
で
あ
る
。
そ
の
所
期
が
実
加
妙
に
所
謂
『
二
人
三
人
百
人
乃
至
剰
へ
広
宣
流
布
の
時
は
大
地
を
的
す
る

な
る
べ
し
』
の
、
四
皆
蹄
妙
に
依
る
国
土
の
脱
益
た
る
戒
械
成
就
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
若
し
綱
要
導
師
が
本
尊
妙
末
文
に
依
て
逆
絲

木
聯
の
説
を
な
す
が
、
こ
の
五
字
に
は
三
秘
の
妙
行
と
し
て
の
本
尊
の
義
は
全
く
な
い
こ
と
は
明
か
で
る
。

何
れ
に
せ
よ
聖
人
の
本
尊
に
広
略
等
の
別
は
さ
る
こ
と
乍
ら
、
法
仏
の
二
穂
を
分
つ
こ
と
は
こ
れ
全
く
、
『
日
蓮
が
頭
に
は
大
覚
倣
尊

か
は
ら
せ
給
ひ
ぬ
』
と
遊
ば
さ
れ
た
る
、
聖
人
の
本
窓
に
背
く
も
の
で
あ
る
、
要
は
五
字
表
現
の
底
意
に
達
せ
ざ
る
が
た
め
で
あ
ら
う
。

こ
れ
に
就
て
は
第
六
回
教
学
大
会
に
於
て
田
村
芳
朗
氏
が
、
「
ｎ
通
聖
人
に
於
け
る
仏
と
法
と
の
関
係
」
に
於
て
、
『
久
遠
仏
の
力
は
決

し
て
姿
意
的
の
も
の
で
な
く
、
法
の
価
値
に
あ
づ
か
る
こ
と
に
依
て
、
久
遠
の
仏
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
久
遠
仏
に
よ
っ
て
功
徳
化
さ

れ
る
と
こ
ろ
の
、
我
友
に
働
き
か
け
、
枇
界
を
ゆ
り
動
か
す
生
命
力
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
』
（
崎
報
一
○
一
、
取
意
）
等
の
意
に
依
る
仏

本
尊
な
る
こ
と
は
、
遺
文
に
談
る
表
現
か
ら
観
取
し
得
る
の
で
あ
る
ｏ
而
し
て
か
＆
る
本
仏
を
中
心
と
す
る
曼
茶
本
尊
の
職
成
に
就
て
は
、

上
述
の
如
く
文
永
元
年
五
月
唱
題
紗
に
、
法
師
神
力
の
両
交
を
以
て
本
尊
の
根
拠
と
し
、
次
で
安
国
論
を
著
し
て
三
界
仏
岡
を
以
て
一
代

弘
通
の
規
模
と
し
た
が
、
隅
伊
東
の
配
流
の
折
釈
迦
仏
を
感
得
し
、
こ
れ
を
寿
歎
本
仏
に
擬
し
、
爾
来
佐
渡
身
延
に
奉
持
せ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
か
く
て
身
延
入
山
後
富
木
（
真
間
供
養
は
常
修
録
が
始
聞
仏
乗
義
と
前
後
に
掲
げ
、
境
目
、
諦
目
共
に
弘
安
二
年
に
系
た
る
が

－21－



◆

正
し
き
か
）
四
条
氏
等
に
も
、
釈
迦
仏
造
立
の
こ
と
あ
り
、
以
て
富
木
殿
に
四
菩
薩
造
立
を
見
た
の
で
あ
る
。
若
し
愛
茶
羅
に
就
て
は
文

永
の
佐
渡
百
幅
を
始
め
、
爾
来
建
治
弘
安
に
亘
っ
て
、
現
に
百
廿
三
幅
を
見
る
が
、
是
等
に
皆
安
国
論
に
依
る
四
海
帰
妙
へ
の
依
止
処
と

し
て
の
本
尊
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
聖
人
は
開
教
以
来
留
難
重
畳
の
間
、
安
悶
論
の
規
模
に
依
る
本
尊
造
立
の
機
会
を
持
た
な
か
っ
た
こ

と
は
、
随
身
仏
奉
持
の
事
情
に
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
又
遺
文
巾
鼬
目
、
釈
迦
仏
、
一
尊
四
士
、
愛
茶
羅
を
以
て
本
尊
と
は
述
ぶ
る
も
、

末
だ
本
尊
に
法
仏
の
別
並
に
取
捨
傍
正
の
こ
と
を
述
べ
れ
た
文
は
全
く
見
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
遺
文
並
に
鍵
茶
羅
等
に
兄
ゆ
る
諸
稚
本

尊
は
、
悉
く
仏
本
尊
の
総
別
広
要
の
異
と
解
す
べ
き
で
、
造
像
と
し
て
は
一
尊
四
士
で
あ
ろ
う
。

耕
し
滅
後
建
武
の
頃
中
山
本
妙
寺
日
祐
造
立
の
二
尊
四
士
、
並
に
影
山
教
授
の
造
像
史
（
崎
報
特
集
）
に
見
ゆ
る
、
全
年
噸
の
京
都
方

而
に
舵
す
る
絵
鍵
茶
羅
、
更
に
後
年
現
に
各
地
に
見
る
宝
塔
中
心
の
二
尊
四
士
以
下
造
像
本
尊
等
は
、
悉
く
こ
れ
大
愛
茶
維
の
模
写
た
る

紙
木
広
略
の
別
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
何
れ
に
も
せ
よ
聖
人
の
本
尊
の
表
現
は
、
本
尊
妙
の
『
塔
中
妙
法
蓮
華
経
、
左
右
釈
迦
仏
多
宝

仏
』
即
『
釈
尊
脇
士
』
云
々
と
も
、
報
恩
紗
の
『
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
、
所
謝
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
』
即
『
外
（
善
徳
分
身
）

諸
仏
』
云
之
と
は
、
題
目
即
ち
本
門
の
本
仏
と
を
中
尊
と
す
る
、
本
門
本
尊
表
現
の
二
極
同
意
の
形
式
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
御
難
口
伝
に

『
無
作
三
身
の
宝
号
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
云
ふ
な
り
』
と
は
、
全
く
此
の
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
題
目
即
本
間
本
仏
な
る

こ
と
は
、
本
尊
紗
の
『
釈
尊
脇
士
』
の
文
に
依
て
明
か
で
あ
る
が
、
本
門
の
開
顕
は
迩
門
宝
塔
品
の
二
仏
の
化
儀
に
依
る
証
前
起
後
、
就

中
起
後
の
分
身
来
集
を
以
て
本
門
開
顕
の
紘
由
と
す
る
故
に
、
妙
法
蓮
華
経
の
『
左
右
釈
迦
多
宝
』
と
『
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
』
と
は
、

か
畠
る
本
門
開
顕
の
縁
由
に
寄
せ
た
る
本
門
開
顕
の
本
尊
の
本
質
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
本
尊
妙
は
題
目
即
本
仏
に
寄
せ
て

中
尊
を
説
き
、
報
恩
妙
は
『
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
』
に
寄
せ
て
、
迩
門
の
釈
尊
に
あ
ら
ざ
る
本
仏
の
意
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
本
尊
妙
の
題
目
即
本
仏
の
意
は
解
し
難
き
故
に
、
直
ち
に
諸
法
実
相
妙
に
於
て
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釈
迦
多
宝
の
二
仏
と
云
も
用
の
仏
也
。
妙
法
蓮
華
経
こ
そ
本
仏
に
て
は
御
座
候
へ
、
経
云
『
如
来
秘
密
神
通
之
力
』
是
也
。
如
来
秘
密

は
体
の
三
身
に
し
て
本
仏
ぞ
か
し
、
神
通
之
力
は
用
の
三
身
に
し
て
迩
仏
ぞ
か
し
、
乃
至
本
門
寿
肱
品
の
古
仏
た
る
釈
迦
仏
、
迩
門
宝

塔
品
の
時
涌
出
し
給
ふ
多
宝
仏
、
涌
出
品
の
時
出
現
し
給
ふ
地
涌
の
菩
薩
等
を
、
先
造
り
顕
は
す
事
、
予
が
分
斉
に
は
い
み
じ
き
事
也

等
と
釈
さ
れ
て
、
本
尊
妙
の
五
字
は
体
の
三
身
た
る
本
間
寿
欣
の
本
仏
な
る
意
を
明
か
し
、
迩
門
宝
塔
品
の
釈
迦
多
宝
は
用
の
三
身
と
し

て
本
仏
に
統
括
せ
ら
る
べ
き
意
を
示
し
、
重
ね
て
取
要
妙
に
は
『
此
多
宝
仏
寿
斌
品
教
主
釈
尊
所
従
也
』
等
と
会
釈
せ
ら
る
所
以
で
あ

る
。
こ
れ
曼
茶
雛
が
題
目
即
本
仏
を
総
体
の
中
尊
と
し
、
報
恩
妙
の
『
外
の
諸
仏
』
以
下
の
十
界
を
別
相
と
し
て
、
総
別
兼
挙
、
総
点
於

別
別
々
於
惣
、
輪
円
具
足
の
功
徳
衆
を
大
愛
茶
維
の
総
貌
と
な
し
、
且
つ
十
界
は
悉
く
本
仏
の
自
体
顕
性
な
る
意
を
明
に
す
べ
く
、
日

女
妙
に
『
妙
法
五
字
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
て
本
有
の
尊
形
と
な
る
』
等
と
述
べ
て
、
愛
茶
羅
を
以
て
経
文
の
『
我
此
土
安
穏
、
天
人
常
充

満
』
、
本
尊
紗
の
『
本
師
娑
婆
』
と
な
し
、
か
Ｌ
る
『
本
時
娑
婆
』
の
本
質
た
る
四
十
五
字
に
則
り
、
こ
れ
を
経
文
の
『
後
五
広
布
』
に
準

じ
て
、
末
法
に
具
現
せ
ん
と
せ
ら
れ
た
の
が
安
国
論
の
『
三
界
仏
国
』
の
理
想
で
あ
り
、
大
曼
薬
羅
は
そ
の
具
体
的
相
貌
で
あ
る
故
に
、

後
五
広
布
三
界
仏
国
即
ち
本
門
の
戒
壇
成
就
の
依
止
処
と
し
て
の
本
門
の
本
尊
と
呼
ば
る
Ｌ
所
以
で
あ
る
。
若
し
実
相
妙
の
『
先
造
り
顕

は
す
事
、
予
が
分
斉
に
て
は
、
い
み
じ
き
事
也
』
と
は
、
こ
れ
戒
曜
成
就
の
義
も
観
取
出
来
ぬ
で
は
な
い
が
、
今
は
本
尊
の
義
と
し
て
見

る
べ
き
こ
と
は
、
生
涯
随
身
仏
を
奉
持
せ
ら
れ
た
る
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
釈
迦
多
宝
の
二
仏
は
、
迩
門
当
分
に
在
て
は
本
門
未
顕
の
故
に
、
儀
軌
等
に
見
る
如
く
中
台
の
二
仏
で
、
本
門
顕
は
る
れ

ぱ
開
顕
の
化
儀
、
即
ち
用
の
二
仏
に
外
な
ら
ぬ
故
に
、
二
仏
を
本
尊
と
し
て
止
揚
す
る
意
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
一
奪
四
士
は

曼
茶
羅
の
一
往
の
略
相
で
あ
り
、
迩
門
の
本
尊
で
は
あ
ろ
う
が
本
門
の
本
尊
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
報
恩
妙
の
啓
蒙
に
は
二
仏
に
就
て
、

一
、
迩
門
塔
中
の
釈
迦
の
脇
士
。
二
、
妙
法
中
尊
二
仏
並
座
。
三
、
釈
迦
と
句
切
多
宝
以
外
脇
士
。
四
、
標
文
釈
迦
本
尊
、
釈
迦
多
宝
境

－23－



さ
れ
ば
上
述
の
如
く
聖
人
造
像
本
尊
と
し
て
は
、
随
身
と
共
に
、
一
尊
乃
至
一
尊
四
士
の
み
で
、
若
し
愛
茶
羅
本
尊
に
は
現
に
文
永
の

二
五
、
建
治
の
二
一
、
弘
安
の
七
七
の
一
二
三
幅
を
見
る
が
、
晩
年
身
延
に
於
け
る
本
尊
と
し
て
は
遺
文
中
、
常
に
釈
迦
仏
法
華
経
、
又

は
単
に
法
華
経
等
と
示
さ
れ
て
居
る
が
、
法
華
経
と
は
天
台
の
法
華
三
昧
倣
儀
の
本
尊
に
見
ゆ
る
法
華
一
部
と
同
じ
く
、
単
な
る
能
詮
の

経
文
で
は
な
く
、
能
詮
の
一
部
に
寄
せ
た
る
所
詮
本
仏
の
意
で
あ
り
、
腿
妙
法
五
字
を
以
て
表
せ
ら
た
も
の
と
同
義
と
解
す
べ
き
で
あ
ら

う
。
こ
れ
望
月
所
長
が
法
華
経
本
尊
に
就
て
、
『
法
華
経
の
宝
前
と
い
ふ
は
表
現
は
、
仏
に
対
す
る
法
の
主
張
で
は
な
く
、
広
い
意
味
に

於
け
る
法
仏
を
篭
め
て
の
宝
前
の
相
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
』
と
い
へ
る
如
く
、
先
の
天
台
章
安
と
同
意
で
あ
り
、
輝
師
の
『
即
法
之
人
』

智
不
二
等
の
解
を
な
し
。
又
本
尊
紗
の
扶
老
に
は

於
一
塔
内
一
是
則
中
尊
妙
法
五
字
也
と
現
顕
あ
る
に
は
あ
ら
ず
、
是
只
以
一
竃
理
一
灘
二
塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
等
一
也
。
塔
内
に
釈
迦
説
て

多
宝
証
す
る
道
理
、
妙
法
蓮
華
経
は
両
仏
の
中
央
な
る
こ
と
を
其
蕊
可
レ
知

等
と
は
、
何
れ
も
二
仏
を
以
て
顕
本
の
化
儀
の
義
と
な
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
扶
老
は
聖
人
の
本
尊
を
一
尊
四
士
と
大
愛
茶
羅
の

二
極
と
な
し
。
啓
蒙
の
諸
義
を
排
し
『
況
以
一
釈
迦
多
宝
一
為
一
禾
尊
一
、
以
一
永
化
四
大
士
一
為
二
多
宝
脇
士
一
義
、
い
か
鷲
は
し
き
裟
也
』
等

と
二
尊
四
士
本
尊
説
を
排
す
る
所
以
で
あ
る
。
由
来
二
尊
四
士
本
尊
は
滅
後
九
十
年
頃
の
、
中
山
日
祐
の
善
根
記
に
始
め
て
兇
ゆ
る
も
の

で
、
後
綱
要
導
師
に
依
用
せ
ら
れ
た
本
尊
説
で
、
遺
文
中
未
だ
多
宝
本
尊
の
義
は
全
く
見
な
い
の
で
あ
る
ｏ
さ
れ
ば
観
如
透
師
に
本
尊
蕊
に
、

多
宝
非
一
永
尊
一
非
二
脇
士
一
、
例
世
政
事
執
行
座
え
立
合
人
如
云
々
・
多
宝
仏
以
一
証
明
法
華
仏
宝
塔
主
一
故
、
顕
二
宝
塔
中
相
一
表
一
暁
智

不
二
造
二
立
並
座
像
一
也
。
然
非
二
説
教
主
一
故
非
二
本
尊
一
。
是
証
明
仏
故
非
二
脇
士
一
、
乃
至
釈
迦
多
宝
為
一
脇
士
一
諸
御
盤
一
向
無
い
之

等
と
述
ぷ
る
に
依
て
も
明
か
で
あ
る
。
随
っ
て
二
尊
四
士
は
法
華
鍵
茶
維
の
根
本
た
る
、
不
空
儀
軌
の
形
棚
の
継
承
た
る
法
華
迩
門
本
尊

に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
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上
述
の
如
く
聖
人
の
本
尊
と
し
て
は
、
現
に
聖
人
御
親
作
の
大
愛
茶
羅
百
廿
三
幅
が
存
す
る
に
依
て
、
我
宗
の
本
尊
は
釈
尊
の
総
貌
た

る
大
曼
茶
羅
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
さ
れ
ば
是
等
に
対
す
る
聖
人
の
御
教
示
が
、
遺
文
に
見
ゆ
る
本
尊
の
御
解
釈
で
、
》
．
」
れ
に
依
れ

ば
大
曼
茶
維
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
本
体
は
釈
迦
仏
で
あ
り
、
若
し
能
詮
に
約
せ
ば
法
華
経
で
あ
り
、
そ
の
所
詮
に
於
て
は
始
覚
の
釈
迦

に
簡
ん
だ
、
妙
法
五
字
を
宝
号
と
し
た
本
門
の
釈
尊
で
、
造
像
に
は
釈
迦
仏
並
に
大
曼
茶
羅
の
要
略
と
し
て
の
一
尊
四
士
が
あ
る
。
随
『

て
聖
人
の
本
尊
と
し
て
は
、
大
曼
茶
羅
、
釈
迦
仏
、
法
華
経
、
妙
法
五
字
、
一
尊
四
士
の
五
類
を
見
る
の
で
あ
る
。
且
つ
聖
人
は
本
尊
妙

仏
本
尊
義
と
全
く
同
意
で
あ
る
。
随
っ
て
聖
人
晩
年
に
於
け
る
遺
文
に
見
ゆ
る
釈
迦
仏
、
妙
法
五
字
、
法
華
経
の
表
現
は
悉
く
同
義
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
開
経
偶
に
『
能
詮
報
身
、
所
顕
法
身
、
色
相
文
字
、
即
是
応
身
』
と
讃
す
る
所
以
で
あ
る
。
即
ち
本
尊
紗
の
『
塔

中
妙
法
蓮
華
経
』
と
は
、
こ
れ
所
詮
の
法
身
で
あ
り
、
報
恩
妙
の
『
本
門
の
教
主
釈
尊
』
は
こ
れ
能
詮
の
報
身
で
あ
り
、
色
相
の
文
字
な

る
法
華
一
部
は
、
能
説
の
教
主
に
寄
せ
て
応
身
と
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

何
は
と
も
あ
れ
生
涯
法
華
経
の
行
者
を
以
て
任
じ
た
聖
人
が
、
法
華
経
を
本
尊
と
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
四
条
金
吾
殿
御
消
息
に
、
龍
口

法
難
を
追
懐
し
て
『
法
華
経
の
ゆ
へ
題
目
の
難
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
捨
し
身
も
蒙
る
雌
等
も
成
仏
の
た
め
な
ら
ず
』
と
述
べ
、
転
霞
軽
受
法

門
に
『
法
華
経
は
紙
何
に
音
を
あ
げ
て
よ
め
ど
も
、
彼
の
経
文
の
如
く
ふ
れ
ま
う
事
か
た
く
候
か
』
と
見
え
、
棚
越
某
御
返
事
に
は
、

『
法
華
経
も
よ
も
日
蓮
を
ば
ゆ
る
き
行
者
と
わ
を
ぽ
ぜ
し
、
釈
迦
多
宝
十
方
の
諸
仏
地
浦
千
界
の
御
利
生
、
今
度
見
は
て
候
は
ん
』
等
と
一

遊
ば
さ
る
§
に
依
て
、
法
華
経
と
は
妙
法
五
字
を
以
て
表
現
せ
ら
れ
た
、
聖
人
の
『
頭
に
や
ど
ら
せ
給
ふ
』
本
門
の
教
主
釈
迦
仏
な
る
こ
溺

と
は
、
問
答
妙
に
『
法
華
経
は
釈
尊
の
父
母
諸
仏
の
眼
目
也
』
等
の
文
に
依
て
も
明
か
で
あ
る
。

九
、
聖
人
本
尊
の
帰
結



に
曼
茶
羅
に
寄
せ
て
、
か
畠
る
本
門
の
本
尊
を
開
顕
す
る
に
当
っ
て
、
八
宗
異
目
妙
を
顕
し
て
八
宗
の
中
、
先
づ
倶
舎
成
実
律
宗
等
の
小

乗
の
本
尊
は
一
向
に
釈
迦
応
身
、
華
厳
三
論
法
相
等
の
権
教
の
本
尊
は
三
身
各
別
の
釈
迦
本
尊
、
真
言
の
大
日
（
法
身
）
浄
土
の
弥
陀

（
報
身
）
本
尊
は
之
に
同
じ
、
文
句
九
の
『
仏
於
二
三
世
一
等
有
一
三
身
一
於
二
諸
教
中
一
秘
し
之
不
レ
伝
』
の
文
、
並
に
文
句
十
の
三
因
仏
性
の

文
を
引
い
て
、
法
華
経
を
以
て
三
因
仏
性
に
依
る
無
作
三
身
を
明
す
経
典
と
な
し
、
更
に
轡
嗽
品
の
『
今
此
三
界
』
、
並
に
寿
最
品
の

、

『
我
亦
為
世
父
』
の
文
に
寄
せ
て
、
か
出
る
無
作
三
身
の
釈
尊
を
以
て
主
師
親
三
徳
の
教
主
と
な
し
、
『
自
二
法
華
宗
一
外
真
言
等
並
浄
土
宗

等
、
以
二
釈
迦
如
来
一
不
し
知
し
為
し
父
、
例
如
三
三
皇
巳
前
同
二
禽
献
一
』
等
と
、
本
門
の
本
尊
が
八
宗
本
尊
に
勝
る
畠
所
以
を
明
か
に
し
、
加

之
蔵
通
二
教
は
心
生
の
六
界
、
別
教
は
心
生
の
十
界
を
明
す
も
、
未
だ
心
具
十
界
を
明
さ
ず
と
な
し
、
天
台
の
一
念
三
千
に
寄
せ
て
、
法

華
の
円
は
不
思
議
の
十
界
互
具
を
明
す
な
し
、
本
門
の
本
尊
た
る
無
作
三
身
は
十
界
を
総
体
と
な
す
所
以
を
明
し
て
、
大
愛
茶
羅
を
以
て

小
権
顕
密
超
過
の
本
尊
と
な
し
、
釈
迦
仏
一
尊
四
士
等
を
以
て
、
略
示
の
本
尊
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

／

今
右
の
諸
宗
本
尊
を
且
く
法
相
の
有
空
中
三
時
教
に
寄
せ
て
判
ず
れ
ば
、
倶
舎
成
実
律
宗
等
小
乗
の
本
尊
は
、
三
世
実
有
法
体
恒
有
の

有
を
以
て
本
尊
の
本
質
と
し
、
伽
耶
成
道
の
生
身
乃
至
応
身
仏
で
あ
り
。
華
厳
三
論
法
相
真
言
等
権
大
乗
諸
宗
の
本
尊
は
、
空
を
本
質
と

い

す
る
法
身
仏
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
天
台
は
塵
点
始
覚
三
身
具
足
の
報
身
仏
、
宗
祖
は
且
立
塵
点
本
党
無
作
三
身
の
法
身
仏
を
取
る
は
、

自
ら
真
空
妙
有
本
質
と
す
る
本
尊
で
あ
る
。
さ
れ
ば
小
乗
の
生
身
仏
に
対
し
本
尊
の
実
在
性
の
要
求
を
充
た
し
て
、
権
大
乗
の
法
身
仏

思
想
が
生
れ
、
此
に
生
身
を
応
身
と
呼
ぶ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
生
身
と
法
身
と
を
一
身
に
術
へ
た
、
生
法
二
而
不
二
の
仏
と
し

て
、
報
身
乃
至
無
作
三
身
の
仏
と
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
右
の
如
き
四
種
仏
身
は
こ
れ
を
真
応
二
身
に
配
す
れ
ば
、
生
応
二

身
は
有
始
有
終
の
応
身
、
報
法
二
身
は
無
始
無
終
の
真
身
と
な
る
の
で
あ
る
。
且
つ
か
§
る
真
身
は
応
身
の
事
仏
に
対
す
れ
ば
理
仏
な
る

が
故
に
、
か
§
る
理
仏
を
乗
法
と
解
せ
ず
理
法
を
解
し
た
の
が
、
従
来
の
所
謂
法
本
尊
説
で
あ
ろ
う
。
併
し
聖
人
は
妙
法
五
字
を
以
て
単
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な
る
理
法
と
解
せ
ず
、
妙
法
を
以
て
寿
量
所
顕
の
法
身
真
身
の
意
を
以
て
解
し
た
る
こ
と
は
、
本
尊
紗
に
因
行
果
徳
具
足
の
五
字
と
も
、

五
玄
具
足
の
五
字
と
も
述
ぶ
る
如
く
、
八
宗
遠
目
鋤
に
文
句
の
三
因
仏
性
併
び
に
三
身
を
主
師
親
三
徳
に
寄
せ
て
、
聖
人
本
尊
の
本
質

と
な
し
、
か
＆
る
乗
法
を
以
て
神
力
別
付
の
要
法
、
即
ち
寿
量
品
の
『
是
好
良
薬
』
と
な
し
、
開
目
妙
に
は
ヨ
念
二
手
の
法
門
は
、

但
注
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
』
等
と
説
て
、
一
大
秘
法
の
本
質
は
本
仏
の
本
因
本
果
具
足
の
乗
法
で
、
天
台
の
単

な
る
十
如
実
相
の
理
法
と
は
異
る
、
色
香
味
具
足
の
乗
法
な
る
か
故
に
、
本
尊
妙
に
華
厳
大
日
等
を
『
本
有
三
因
無
し
之
以
レ
何
定
二
仏

和
子
一
、
非
二
一
念
二
手
仏
極
者
、
有
情
成
仏
木
画
二
像
之
本
尊
有
名
無
笑
也
』
等
と
説
け
る
所
以
で
あ
る
。
さ
れ
ば
か
当
る
法
身
を
以

て
表
す
る
本
尊
の
本
質
は
、
小
乗
の
分
段
生
死
の
灰
身
滅
智
よ
り
、
権
大
乗
の
変
易
生
死
を
経
て
、
更
に
実
大
乗
の
常
住
仏
身
へ
の
進
展

の
結
果
で
あ
り
、
里
見
教
授
の
『
時
間
を
空
間
に
置
き
換
へ
た
る
法
体
恒
有
の
思
想
』
で
、
か
出
る
法
体
恒
有
法
身
常
住
の
思
想
は
、
こ

れ
全
く
科
学
的
の
弁
証
法
で
は
な
く
、
我
等
の
自
覚
的
行
為
の
所
産
で
、
次
元
の
異
る
価
値
の
世
界
で
あ
り
、
悟
り
の
世
界
で
あ
り
、
田

村
教
授
の
所
謂
『
価
値
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
久
遠
の
仏
た
り
う
る
も
の
で
あ
る
』
・
か
出
る
思
想
を
生
身
仏
に
対
し
て
法
身
仏

と
説
く
の
で
あ
る
。
併
し
か
Ｌ
る
価
値
の
世
界
は
、
古
来
雌
間
体
的
観
念
と
し
て
受
取
ら
れ
た
こ
と
は
、
凝
然
真
如
不
作
詩
法
の
思
想
の

存
す
る
こ
と
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
仏
身
に
於
け
る
生
法
二
身
は
、
常
に
時
間
を
超
越
し
た
無
形
の
存
在
価
値
の
観
念
を
以

て
表
せ
ら
る
撰
故
に
、
法
身
は
動
も
す
れ
ば
唯
理
観
念
に
陥
り
易
い
故
に
、
仏
陀
は
寿
溌
品
に
於
て
八
十
入
滅
の
伽
耶
生
身
を
、
分
段
生

死
の
無
限
の
連
続
の
上
に
移
し
て
、
永
遠
不
域
の
生
命
を
創
造
し
、
光
寿
二
無
最
に
寄
せ
て
、
絶
対
価
値
を
附
与
せ
ら
れ
た
の
が
、
寿
量

品
の
五
百
億
塵
点
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
金
品
に
『
慧
光
照
無
量
、
寿
命
無
数
劫
、
久
修
行
所
得
』
と
説
き
、
又
涌
出
品
に
は
『
父
少
而
子

老
』
等
、
時
間
を
空
間
に
置
き
替
へ
た
逆
の
弁
証
に
寄
せ
て
説
か
れ
た
る
所
以
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
法
華
経
が
価
値
開
顕
の
経
典
な
る
こ
と
は
、
龍
樹
が
大
論
に
仏
身
に
法
身
生
身
、
真
身
化
身
の
別
を
説
き
、
就
中
論
の
三
三
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上
来
聖
人
の
本
尊
に
就
て
は
、
粗
ぽ
こ
れ
を
明
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
如
く
聖
人
の
本
尊
は
、
題
目
に
ま
れ
、
法
華
経
に
ま

れ
、
愛
茶
羅
に
ま
れ
、
一
仏
、
一
尊
四
士
に
ま
れ
、
悉
く
寿
量
本
仏
の
総
別
の
体
相
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
即
ち
五
字
の
宝
号
は
本
仏

教
主
釈
尊
の
別
称
で
あ
り
、
十
界
の
依
正
を
以
て
そ
の
総
相
と
な
し
、
本
門
八
品
の
儀
相
に
寄
せ
て
顕
は
し
た
る
本
師
の
娑
婆
た
る
本
国

土
妙
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
且
つ
か
§
る
曼
茶
雛
は
法
華
経
の
後
五
広
布
を
実
現
せ
ん
と
す
る
、
聖
人
一
代
の
主
張
た
る
立
正
安
国
の

所
謂
三
界
仏
国
の
理
想
実
現
の
根
本
依
止
側
た
る
本
尊
で
あ
る
。
さ
れ
ば
本
尊
妙
に
は
『
一
閻
浮
提
第
一
本
尊
可
レ
立
一
此
国
一
』
等
と
、
本

尊
に
寄
せ
て
戒
坦
の
成
就
を
述
べ
、
撰
時
釦
に
臆
ヨ
人
二
人
乃
至
大
浬
梁
の
大
海
』
と
も
、
報
恩
妙
に
は
『
日
本
乃
至
一
間
浮
提
』
等

ど
も
、
後
五
広
布
を
戒
坦
の
成
就
に
寄
せ
て
赴
く
ら
る
世
如
く
、
曼
茶
雛
に
則
り
た
る
浄
土
実
現
こ
そ
は
、
佐
渡
以
来
就
中
身
延
御
入
山

後
の
遺
文
に
漆
る
聖
人
の
御
主
張
で
あ
る
。
か
世
る
事
実
は
上
来
屡
述
べ
た
る
如
く
、
安
国
論
に
妙
法
広
布
に
依
る
三
界
仏
国
を
以
て
、

聖
人
弘
通
の
最
後
の
目
的
と
せ
ら
れ
、
そ
の
実
現
の
根
拠
と
し
て
、
常
に
神
力
品
の
勧
奨
付
属
の
文
た
る

所
在
国
土
、
若
経
巻
所
住
之
処
、
若
於
二
園
中
一
、
若
於
二
林
中
一
、
若
於
二
僧
坊
一
、
若
白
衣
舎
、
若
在
二
殿
堂
一
、
若
山
谷
砿
野
、
当
知
是

に
華
厳
の
無
量
阿
僧
祇
の
一
生
補
処
、
並
に
涌
出
品
の
地
涌
千
界
を
以
て
、
か
侭
る
法
身
真
身
の
内
巻
属
大
巻
属
（
二
五
、
喜
一
）
等
と
説

き
、
堅
慧
が
入
大
乗
論
に
『
応
化
衆
生
法
身
常
在
、
如
二
法
華
涛
量
品
所
一
し
明
』
（
三
一
、
瑠
）
等
と
説
き
、
世
親
が
法
華
論
に
涛
量
の

仏
身
に
法
報
応
の
三
身
を
説
き
、
更
に
中
国
に
至
っ
て
は
羅
什
門
下
の
、
法
華
註
家
中
道
生
、
僧
叡
、
慧
観
を
初
め
、
劉
乱
、
道
朗
、
法
雲

等
が
、
伽
耶
の
生
身
色
身
応
身
に
対
し
て
、
寿
量
の
仏
と
法
身
仏
を
説
き
、
天
台
が
『
通
明
三
身
正
在
報
身
』
（
文
句
）
、
聖
人
が
且
立

旗
点
始
嫌
即
本
覚
の
法
身
と
説
き
、
生
身
応
身
乃
至
迩
門
始
覚
仏
等
に
簡
ん
で
、
五
字
の
宝
号
に
寄
せ
て
表
現
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ
る
。

一
○
、
本
尊
と
所
期
の
戒
鱒
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か
Ｌ
る
不
思
議
な
る
法
華
経
の
行
者
の
住
処
な
れ
ば
、
い
か
で
か
霊
山
浄
土
に
劣
る
べ
き
神
力
品
云
『
若
於
林
中
、
乃
至
而
般
浬
梁
』

云
々
・
彼
月
氏
の
霊
山
は
本
朝
此
の
身
延
の
徹
也

等
と
述
べ
て
身
延
を
以
で
、
此
の
国
よ
り
完
成
せ
ら
る
べ
き
、
本
門
の
戒
坦
の
中
心
に
擬
せ
ら
れ
、
且
つ
弘
安
五
年
九
月
十
九
日
御
臨
終

に
先
立
っ
て
、
池
上
よ
り
最
後
の
書
を
波
木
井
殿
に
寄
せ
て
、
『
い
づ
く
に
て
死
に
候
と
も
、
墓
を
ば
身
延
の
沢
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
』

と
宣
は
れ
た
の
は
、
九
ヶ
年
棲
神
の
道
場
た
り
し
身
延
を
以
て
、
後
五
広
布
の
中
心
道
場
、
即
ち
本
門
八
品
顕
現
の
需
山
浄
土
に
擬
せ
ら

等
と
身
延
山
を
以
て
功
徳
聚
即
ち
愛
茶
羅
に
擬
し
。
更
に
翌
年
の
南
条
兵
術
七
郎
殿
御
返
事
に
は
、
自
ら
を
神
力
別
付
の
一
大
秘
法
所
持

台
山
、
本
朝
の
比
叡
山
に
勝

年
の
四
条
金
吾
殿
御
返
事
に

の
文
を
引
用
せ
ら
れ
、
妙
法
受
持
の
行
者
の
住
処
即
道
場
、
即
ち
本
門
の
戒
増
と
述
べ
ら
る
＆
所
以
で
あ
る
。
さ
れ
ば
聖
人
は
文
応
以
来

文
永
十
一
年
に
亘
り
三
度
幕
府
を
諌
暁
せ
ら
れ
、
一
度
身
延
に
入
ら
る
Ｌ
や
『
又
錦
を
き
る
辺
せ
あ
ら
ん
す
ら
ん
』
等
と
、
後
五
広
布
を

対
決
の
暁
に
期
し
つ
堅
順
縁
子
檀
の
上
に
実
現
せ
ん
と
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
建
治
元
年
の
身
延
山
御
書
に
『
伝
へ
聞
く
釈
尊
の
住
み
給
ひ

け
る
鷲
峰
を
、
我
朝
此
湖
に
移
し
置
き
い
』
等
と
述
べ
ら
わ
し
を
始
と
し
て
、
爾
来
常
に
身
延
山
を
以
て
、
天
竺
の
霊
山
、
支
那
の
天

台
山
、
本
朝
の
比
叡
山
に
勝
る
樫
道
場
と
歎
し
、
自
ら
一
期
弘
通
の
目
的
た
る
、
本
門
戒
坦
の
中
心
に
擬
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
弘
安
二

の
行
者
と
な
し

住薩
給 、
ふ梵
功釈
徳龍
聚神
之 、

噌素

我
が
身
法
華
経
の
行
者
な
ら
ば
、
霊
山
の
教
主
釈
尊
、
宝
浄
世
界
の
多
宝
如
来
、
十
方
分
身
の
諸
仏
、
本
化
の
大
士
、
迩
化
の
大
菩

薩
、
梵
釈
龍
神
、
十
羅
刹
女
も
定
で
此
瑚
に
お
は
し
ま
す
ら
ん
。
水
あ
れ
ば
魚
す
む
。
林
あ
れ
ば
鳥
来
る
。
今
此
所
も
如
レ
此
菩
薩
の

処
即
是
道
場
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さ
れ
ば
後
年
綱
要
日
導
は
『
受
持
之
処
即
是
一
分
戒
坦
』
（
剛
略
七
）
と
説
か
れ
、
更
に
本
妙
日
臨
は

理
者
戒
坦
雌
一
常
立
一
而
顛
倒
不
し
見
、
若
其
深
信
者
向
二
大
曼
茶
羅
一
有
し
入
二
常
住
戒
坦
一
、
事
者
斯
有
二
分
満
著
経
王
所
安
道
場
、
茅
宇

草
堂
皆
是
戒
坦
。
満
者
正
待
二
時
至
也
。
（
本
化
教
観
撮
要
）

等
と
、
受
持
当
処
の
戒
坦
に
事
理
分
満
を
説
い
て
事
坦
の
相
を
明
か
に
し
。
若
し
玉
沢
の
恒
容
日
智
は

抑
も
教
大
師
は
戒
坦
を
一
所
に
築
き
、
今
家
は
戒
坦
を
六
十
余
州
に
建
て
り
。
六
百
年
来
円
戒
盛
に
弘
ま
る
、
豈
数
百
年
の
後
を
待
て

戒
坦
建
立
の
義
あ
ら
ん
や
。
日
本
国
内
本
門
本
尊
安
置
の
霊
場
軒
を
連
ね
、
雛
を
並
べ
た
り
、
昭
々
た
る
本
門
の
戒
坦
な
り

等
と
臨
師
の
事
棚
説
に
更
に
詳
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
遺
文
中
『
尋
下
似
霊
山
浄
土
一
最
勝
地
上
、
建
二
立
戒
坦
一
者
歎
。
可
レ
待
時
耳
』
等
（
言
天
秘
法
紗
）
と
説
け
る
は
、
上
掲
の
諸
文

と
全
く
趣
を
異
す
る
故
に
且
く
措
き
、
遺
文
中
三
秘
を
説
け
る
、
行
者
値
難
事
に
は
『
本
門
本
尊
与
二
四
菩
薩
戒
坦
一
』
、
法
華
取
要
妙
、
教

行
証
栂
書
は
共
に
『
本
門
本
尊
与
二
戒
坦
一
』
と
説
き
、
就
中
二
認
を
詳
述
せ
る
報
恩
妙
に
於
て
は
、
単
に
『
二
に
は
本
門
の
戒
坦
』
と
の

み
説
て
何
等
棚
貌
を
述
べ
ざ
る
と
、
本
尊
妙
に
薬
王
品
の
後
五
広
布
の
文
等
を
引
き
、
末
法
広
布
を
説
い
て
ヨ
閻
浮
提
第
一
本
尊
可
レ

建
二
此
国
一
』
等
と
本
尊
に
寄
せ
て
戒
坦
を
密
説
し
、
且
つ
当
体
義
妙
に
は
神
力
品
の
勧
奨
附
属
の
文
意
に
依
り
、
『
正
直
捨
二
方
便
一
但
信
二

甘
難
総
一
、
唱
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
一
人
乃
至
其
人
所
住
之
処
常
寂
光
土
也
』
等
と
述
べ
ら
れ
た
る
文
に
徴
し
て
、
遺
文
中
何
等
戒
坦
の

秤
に
就
て
述
べ
ざ
る
は
、
上
掲
の
身
延
霊
山
浄
土
説
と
合
せ
考
へ
て
、
身
延
中
心
に
曼
茶
羅
の
如
き
浄
土
、
即
ち
本
門
の
戒
坦
の
完
成
を

期
さ
れ
た
こ
と
は
、
後
に
日
興
が
波
木
井
殿
へ
の
群
に

一
閻
浮
提
之
内
日
本
国
、
乃
至
甲
斐
国
中
波
木
井
郷
、
久
遠
実
成
釈
迦
如
来
之
金
剛
宝
座
也
。
又
安
国
論
之
趣
違
ま
い
ら
せ
給
ふ
く
か

れ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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I

等
と
述
べ
ら
る
き
に
依
て
も
明
か
で
あ
る
。
さ
れ
ば
撰
時
紗
に

日
蓮
が
法
華
経
を
信
じ
始
し
は
、
日
本
国
に
は
一
流
一
微
塵
の
ご
と
し
。
法
華
経
を
二
人
三
人
十
人
百
千
万
億
人
唱
へ
伝
う
る
程
な
ら

ば
妙
覚
の
須
弥
山
と
も
な
り
。
大
浬
梁
の
大
海
と
も
な
る
べ
し
。

等
と
遊
ば
さ
れ
た
る
は
、
こ
れ
聖
人
の
我
等
へ
の
遺
属
で
あ
り
、
大
愛
茶
羅
は
か
閏
る
四
海
帰
妙
へ
の
、
本
国
土
妙
の
根
本
依
止
処
た
る

本
宗
の
本
尊
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
（
三
二
、
四
通
二
○
）

ら
ず

q

ー
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